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「宣伝政党」ドイツ社会畏主党と風刺漫画雑誌『真相』（佐藤）

【
要
約
】
　
今
日
な
お
社
会
主
義
大
衆
組
織
政
党
の
モ
デ
ル
と
見
倣
さ
れ
る
S
P
D
（
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
）
は
、
第
一
次
大
戦
前
に
は
百
万
党
員
を
擁
す

る
巨
大
組
織
に
成
長
し
た
が
、
そ
の
発
展
を
条
件
付
け
た
機
関
紙
活
動
の
実
態
と
意
義
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
十
分
な
説
明
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
本

稿
は
「
幹
部
政
党
」
か
ら
「
大
衆
組
織
政
党
」
へ
の
過
渡
的
形
態
と
し
て
第
二
帝
制
期
S
P
D
を
「
宣
伝
政
党
」
と
規
定
し
、
そ
の
発
展
の
意
味
を
労
働

者
層
で
異
常
な
ま
で
の
人
気
を
博
し
た
風
刺
漫
画
雑
誌
『
真
縮
』
の
分
析
を
通
し
て
考
察
す
る
。
『
真
相
』
の
成
功
は
大
量
複
製
化
時
代
の
初
期
、
つ
ま

り
都
市
労
働
老
の
組
織
化
を
推
進
し
た
「
宣
伝
政
党
」
期
、
と
い
う
時
代
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
S
P
D
の
宣
伝
が
組
織
内
向
化
す
る
第
一
次
大
戦
前
夜

に
は
、
そ
の
役
割
を
終
え
て
急
速
な
読
者
離
れ
が
生
じ
た
。
つ
ま
り
大
衆
社
会
の
形
成
期
に
、
伝
統
的
「
教
養
」
を
平
準
化
す
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
積

極
的
な
採
用
に
よ
っ
て
情
報
環
境
を
組
織
し
、
大
衆
文
化
、
つ
ま
り
「
宣
伝
」
を
創
出
し
た
こ
と
に
、
S
P
D
の
発
展
要
因
が
あ
り
、
第
二
帝
制
期
と
い

う
時
代
の
拘
束
の
中
で
S
P
D
は
大
衆
政
治
に
新
し
い
地
平
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
と
庇
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
史
林
七
〇
巻
一
号
　
一
九
八
七
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

一
枚
の
三
コ
マ
漫
画
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

一
九
一
〇
年
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
（
以
下
S
P
D
と
略
記
）
の
風
刺
漫
画
雑
誌
『
真
相
』
O
醇
芝
巴
肖
①
智
。
o
σ

に
載
っ
た
「
理
論
と
実
践
」
（
イ
ラ
ス
ト
鯵
）
と
題
す
る
風
刺
漫
画
は
、
百
万
党
員
へ
躍
進
す
る
大
衆
組
織
政
党
の
栄
光
の
自
画
像
で
あ
っ
た
。

第
一
コ
マ
　
巨
大
な
怪
獣
「
資
本
主
義
」
を
R
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
K
・
カ
ウ
ツ
キ
ー
、
F
・
メ
ー
リ
ソ
グ
た
ち
「
急
進
主
義
者
」
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は
正
面
か
ら
《
G
・
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
等
の
「
修
正
主
義
者
」
は
背
面
か
ら
、
ペ
ン
や
鋏
で
攻
撃
し
て
い
る
。
ま
だ
労
働
者
た
ち
は
遠
　
7
3



く
で
傍
観
し
て
い
る
。

　
急
進
主
義
者
　
　
「
我
々
は
大
胆
に
、

団
結
し
た
力
で
我
々
の
必
殺
の
槍
を
あ

い
つ
の
喉
元
に
突
き
立
て
よ
う
。
そ
れ

で
あ
い
つ
は
必
ず
す
ぐ
に
く
た
ば
っ
て

し
ま
う
の
だ
。
」

　
修
正
主
義
者
　
　
「
あ
わ
て
る
な
、
落

ち
着
け
！
　
我
々
は
ま
ず
あ
い
つ
の
尻

尾
を
そ
っ
と
揚
り
取
っ
て
や
ろ
う
。
そ

し
て
少
し
つ
つ
あ
い
つ
の
腹
わ
た
を
全

部
引
き
抜
い
て
や
ろ
う
。
あ
い
つ
が
そ

れ
に
少
し
も
気
づ
か
な
い
様
に
。
」

　
第
ニ
コ
マ
　
「
資
本
主
義
」
は
突
然

醗り。じ蜘“b鋤mεi鵬
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暴
れ
だ
し
、
急
進
主
義
者
の
ペ
ン
は
破
け
、
修
正
主
義
者
は
後
退
る
。

　
急
進
主
義
潜
　
「
え
い
、
忌
忌
し
い
。
こ
の
化
物
は
じ
っ
と
し
て
い
な
い
そ
！
」

　
修
正
主
義
者
　
　
「
う
、
や
や
！
　
や
っ
ぱ
り
や
つ
は
気
づ
い
た
か
！
」

　
第
三
コ
マ
　
よ
う
や
く
労
働
者
の
一
群
が
現
場
に
駆
け
つ
け
、
ハ
ン
マ
ー
や
斧
で
「
資
本
主
義
」
を
殺
し
て
し
ま
う
。
理
論
家
連
中
は

遠
く
で
書
物
を
手
に
祝
福
す
る
。

　
労
働
者
　
　
「
畜
生
っ
て
の
は
、
こ
ん
な
具
合
に
一
度
に
ま
っ
た
く
全
方
向
か
ら
や
っ
つ
け
な
く
ち
ゃ
だ
め
さ
。
こ
れ
こ
そ
正
し
い
や
り



「宣伝政党」ドイツ社会民主党と風刺漫画雑誌『真相』（佐藤）

　
　
方
な
ん
だ
！
」
（
ヨ
㍉
二
δ
同
ρ
寄
。
8
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
か
つ
て
第
一
次
大
戦
前
の
S
P
D
を
堕
落
さ
せ
た
の
は
、
「
修
正
主
義
」
で
あ
る
と
い
う
説
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
「
神
話
」
で
あ
る
所
以
は
、

S
P
D
を
発
展
さ
せ
た
も
の
が
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
で
あ
る
、
と
い
う
も
う
一
つ
の
「
神
話
」
を
対
置
す
れ
ば
理
解
で
き
よ
う
。
結
論
か
ら
言

え
ば
、
理
論
は
S
P
D
を
規
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
第
二
帝
制
期
S
P
D
を
規
定
し
て
い
た
の
は
宣
伝
で
あ
っ
た
。
宣
伝
と
機
関
紙
は
二
に
し

て
一
で
あ
り
、
機
関
紙
は
宣
伝
の
必
要
に
応
じ
て
初
め
急
進
化
し
、
後
に
体
制
内
化
を
推
進
し
た
。
と
す
れ
ば
理
論
は
そ
の
時
々
の
路
線
上
に

お
い
て
、
宣
伝
に
利
用
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
宣
伝
の
受
容
者
た
る
大
衆
も
理
論
に
よ
っ
て
は
容
易
に
動
か
ず
、
む
し
ろ
そ
の
心

性
を
支
配
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
行
動
す
る
。
第
一
次
大
戦
勃
発
時
の
「
裏
切
り
」
が
一
握
り
の
党
官
僚
や
組
合
幹
部
の
み
な
ら
ず
、
全
車

イ
ン
タ
ー
の
範
た
る
労
働
者
大
衆
の
熱
狂
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
え
ば
、
殆
ど
残
基
の
極
に
ま
で
達
し
た
S
P
D
の
矛
盾
が
、
よ
も
や
「
修
正
主

義
」
対
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
図
式
で
解
明
さ
れ
う
る
課
題
で
あ
る
と
は
思
え
ま
い
。

　
先
の
漫
画
を
引
用
し
た
H
・
」
・
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
は
第
二
帝
制
期
S
P
D
の
主
潮
流
を
「
実
践
主
義
」
℃
轟
犀
臨
鳳
。
。
ヨ
器
、
つ
ま
り
「
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

活
動
に
対
し
て
拘
束
力
を
持
つ
全
て
の
理
論
の
徹
底
的
な
拒
否
」
の
姿
勢
と
見
倣
し
た
。
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
の
「
実
践
主
義
」
概
念
の
有
効

性
に
筆
者
は
強
く
共
鳴
す
る
が
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
は
「
神
話
」
の
解
体
に
急
な
あ
ま
り
「
実
践
主
義
」
の
実
像
を
明
確
に
提
示
し
た
と
は

言
え
な
い
。
本
稿
は
「
実
践
」
の
中
核
を
「
宣
伝
」
と
見
敬
し
、
冒
頭
に
掲
げ
た
S
P
D
の
最
大
発
行
部
数
誌
『
真
相
』
の
検
討
を
通
し
て
、

組
織
と
宣
伝
の
実
態
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
発
行
部
数
の
頂
点
を
極
め
た
一
九
一
二
年
に
は
約
三
八
万
の
予
約
購
読
者
を
擁
し
、

　
　
　
　
　
　
　
③

一
五
〇
万
を
越
え
る
読
者
を
集
め
た
『
真
相
』
こ
そ
、
「
宣
伝
政
党
」
S
P
D
の
大
衆
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
代
表
的
傑
作
で
あ
っ
た
。
こ
の
機
関

紙
の
分
析
の
中
で
、
宣
伝
の
主
体
で
あ
る
S
P
D
組
織
の
投
影
図
が
浮
び
上
が
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
従
来
の
S
P
D
研
究
が
、
機
関
紙
の
役
割
を
過
少
評
価
し
て
き
た
訳
で
は
決
し
て
な
い
。
「
労
働
運
動
の
歴
史
は
同
時
に
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
新
聞
学
剛
g
げ
紆
油
。
。
¢
犀
で
あ
る
」
と
言
わ
な
い
ま
で
も
、
機
関
紙
活
動
の
重
要
性
は
充
分
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
『
前

進
』
＜
鍵
≦
9
、
詳
ω
や
『
新
時
代
』
累
Φ
器
N
①
犀
な
ど
が
資
料
と
し
て
持
つ
重
要
性
の
割
に
は
、
機
関
紙
自
体
の
分
析
は
貧
し
く
、
し
か
も
、
そ
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の
研
究
の
多
く
は
、
機
関
紙
を
指
導
者
と
党
員
大
衆
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
位
置
づ
け
、
体
系
的
に
新
聞
学
の
成
果
を
利
用
し
で
い

る
と
は
雷
え
な
い
。
以
下
、
本
稿
で
は
第
一
章
で
編
集
者
（
送
り
手
）
と
読
者
大
衆
（
受
け
手
）
を
、
第
二
章
で
『
真
相
』
（
媒
体
）
と
そ
の
漫

画
（
内
容
）
を
分
析
し
、
最
後
に
宣
伝
を
通
じ
て
S
P
D
の
果
し
た
役
割
（
効
果
）
と
は
何
で
あ
っ
た
か
、
を
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
帝
制
期
を
中
心

に
解
鍔
し
て
み
た
い
。

①
．
．
U
魯
≦
p
耳
①
賢
o
o
σ
．
、
と
い
う
題
は
≦
・
切
δ
。
。
が
．
、
悔
冨
昌
謀
舞
8
同
い
霧
。
ヨ
．
．

　
誌
か
ら
引
用
し
て
名
付
け
た
も
の
で
、
中
世
の
サ
ソ
チ
ア
ー
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス

　
テ
ラ
の
故
事
に
由
来
す
る
。
　
頃
」
’
ω
8
言
σ
巽
α
q
”
ω
僻
凱
置
ω
o
げ
o
N
Φ
＃
ω
o
げ
犠
津
。
鵠

　
O
費
島
Φ
慕
。
。
o
げ
＄
o
Q
o
N
冨
δ
。
ヨ
。
ξ
高
麗
ω
。
冨
ロ
≧
σ
①
搾
霞
σ
o
芝
①
σ
q
琶
σ
q
L
『
麟
即

　
¢
舞
巴
。
ド
（
鱒
ω
σ
Q
’
ソ
ミ
魯
恥
母
ミ
富
§
恥
§
恥
§
ミ
O
§
｝
帖
ミ
魯
早
8
円
レ
Φ
。
。
。
。
㌧
ω
．

　
置
暁
∴
凋
．
H
（
識
葺
．
、
U
①
吋
≦
㊤
訂
。
壁
8
σ
．
．
い
。
言
頸
。
響
p
房
。
重
目
ω
鶴
℃
。
塊
－

　
目
窪
葛
ま
角
箸
Φ
切
一
望
。
。
賢
㊤
。
冨
篇
。
目
葺
く
。
貯
二
〇
鼠
『
撃
ユ
。
馨
m
o
冨
昌
ω
o
臥
a
－

　
畠
④
き
。
犀
旨
餓
①
■
貯
”
箆
ぎ
§
帖
晒
（
掃
竃
O
y
ω
．
。
。
ま
．
本
稿
で
『
真
如
』
と
訳
し
た

　
理
・
田
は
、
　
こ
の
雑
誌
・
甲
の
次
の
如
き
自
己
規
定
等
も
考
慮
し
た
。
≦
p
げ
筈
。
津
1
1

　
韻
5
讐
曾
1
1
≦
上
道
⑦
智
o
o
σ
（
受
S
一
㊤
O
O
．
属
『
．
。
。
誤
㌧
ω
◎
ω
ω
◎
。
刈
）
。
既
に
水
田
洋

　
『
知
の
商
人
・
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
史
の
周
辺
隔
（
筑
摩
霞
房
、
一
九
八
五
）
一

　
四
七
頁
に
も
『
真
相
』
の
表
記
で
言
及
。

②
簿
い
ω
8
営
σ
o
お
層
砺
。
職
ミ
帖
讐
§
砺
ミ
ミ
§
ミ
恕
幽
思
。
無
ミ
§
§
。
ぎ
ミ
普
㌦
§
ミ

　
N
§
ミ
£
暗
恥
ミ
㌧
ミ
蕊
e
ミ
亀
§
い
ト
§
黛
ミ
凡
熱
葭
㊤
弓
。
＜
o
さ
ド
リ
①
8
ω
■
お
心
．

蒔
永
淑
・
堀
川
哲
訳
『
社
会
主
義
と
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
・
第
一
次
大
戦
前
の
ド

　
イ
ッ
社
会
民
主
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
（
御
茶
の
水
書
房
・
一
九
八
三
）
ご
四
四

　
頁
。

③
頃
し
．
ω
8
営
σ
o
蹟
”
防
。
笥
ミ
帖
象
§
⇔
こ
ψ
曇
り
．
邦
訳
前
掲
書
二
五
〇
頁
。

④
9
U
o
お
。
ぎ
ミ
鳶
噂
｝
§
§
凝
～
椥
香
ミ
恥
Q
賦
ミ
§
§
審
ミ
縣
§
唯
ミ
恥
、
b
禽
さ
｝
§
嵩
§
噛
‘

　
ぎ
識
§
旨
鶏
さ
ミ
帖
§
旨
靴
ミ
§
ミ
恥
鼻
§
箆
さ
ミ
ミ
守
恥
さ
恥
恥
§
恥
ミ
ミ
ミ
馬
窓
順
〒

　
碗
竜
§
起
乱
ミ
吻
。
N
ミ
ミ
稲
田
さ
§
㌧
ミ
§
妻
ぴ
ミ
凝
帖
恥
§
§
§
壽
｝
冬
襲
響
富
㍗

　
し
づ
。
目
P
δ
“
o
。
㌧
ω
．
b
o
繍
●

⑥
　
我
国
の
研
究
で
は
、
西
尾
孝
明
「
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
機
関
紙
活
動
　
1
・

　
H
」
『
政
経
論
叢
』
三
四
一
六
、
三
五
－
二
（
一
九
六
六
）
と
山
本
左
門
「
第
一
次

　
大
戦
前
の
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
教
育
活
動
の
実
態
、
マ
ソ
ハ
イ
ム
党
大
会
以
降

　
（
一
九
〇
六
年
～
）
を
中
心
に
」
『
法
学
研
究
』
（
北
海
学
園
大
法
学
部
）
一
八
一

　
三
（
一
九
八
三
）
が
あ
る
。
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第
噛
章
宣
伝
政
党
論

　
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
遺
言
執
行
人
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
党
の
正
統
ド
グ
マ
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
を
そ
の
宣
伝
か
ら
退
け
る
よ
う
要
求
し
た
修
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

主
義
論
争
の
開
始
は
、
一
八
九
七
年
海
軍
大
臣
に
就
任
し
た
テ
ィ
ル
ピ
ッ
ツ
の
「
情
報
局
」
出
射
。
訂
δ
犀
9
μ
し
ご
母
。
設
置
、
つ
ま
り
体
制
側
か

ら
の
大
衆
動
員
た
る
「
艦
隊
政
策
」
の
開
始
と
時
を
同
じ
く
し
た
。
大
衆
社
会
へ
の
地
殻
変
動
は
こ
う
し
て
宣
伝
を
め
ぐ
る
攻
防
戦
の
中
で
明
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②

ら
か
に
な
っ
た
。
一
九
〇
三
年
ド
レ
ス
デ
ン
党
大
会
で
決
着
し
た
こ
の
修
正
主
義
論
争
を
総
括
す
べ
く
、
S
P
D
の
「
大
司
祭
」
K
・
カ
ウ
ツ

キ
！
は
自
ら
編
集
す
る
『
新
時
代
』
誌
巻
頭
に
次
の
如
く
宣
言
し
た
。
「
我
々
は
第
一
に
、
今
な
お
宣
伝
政
党
津
。
窓
σ
Q
齢
鼠
凶
の
賦
ω
。
圃
6
℃
ρ
洋
鼠

で
あ
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
我
々
の
実
践
上
の
最
重
要
課
題
は
今
日
ま
だ
権
力
の
問
題
で
あ
る
よ
り
も
国
民
大
衆
の
征
服

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

国
民
。
ぴ
魯
§
σ
q
自
愛
く
。
涛
。
。
ヨ
㊤
ω
ω
窪
で
あ
る
。
我
々
が
こ
の
征
服
を
成
し
遂
げ
て
初
め
て
権
力
の
征
服
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
だ
。
」

　
つ
ま
り
、
こ
の
論
争
が
惹
起
す
る
は
ず
の
分
裂
を
回
避
す
べ
く
カ
ウ
ツ
キ
ー
が
提
示
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
宣
伝
政
党
」
で
あ
っ
た
。
「
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

合
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
し
て
の
「
カ
ウ
ツ
キ
ー
主
義
」
は
、
E
・
マ
テ
ィ
ア
ス
の
論
じ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
こ
で
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
問
題
を

一
先
ず
切
り
離
し
て
カ
ウ
ツ
キ
ー
の
統
合
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
「
宣
伝
政
党
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
れ
ぼ
足
り
る
。
そ
の
上
で
、
第
一
次
大
戦

中
の
「
城
内
平
和
」
と
い
う
名
の
宣
伝
放
棄
が
S
P
D
に
も
た
ら
し
た
分
裂
を
想
え
ば
よ
い
。
第
二
帝
制
期
の
S
P
D
は
、
斯
く
し
て
「
宣
伝

　
　
　
　
　
　
⑤

政
党
」
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
一
般
に
、
社
会
民
主
主
義
運
動
の
組
織
形
成
に
機
関
紙
が
果
し
た
役
割
の
重
要
性
は
、
S
P
D
機
関
紙
研
究
の
共
通
認
識
と
言
え
よ
う
。
そ

の
意
味
で
は
、
後
の
S
P
D
を
構
成
す
る
ラ
ッ
サ
ー
ル
派
と
ア
イ
ゼ
ナ
ッ
ハ
派
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
そ
の
機
関
紙
政
策
と
メ
デ
ィ
ア
観
に
お
い

て
、
鮮
明
に
識
別
で
き
る
。
両
派
の
相
違
は
「
ラ
ッ
サ
ー
ル
主
義
」
対
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
教
科
書
的
図
式
で
な
く
、
宣
伝
を
め
ぐ
る
「
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

会
重
視
」
対
「
新
聞
重
視
」
の
対
照
に
お
い
て
促
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
詳
論
は
別
に
稿
を
改
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
ラ
ヅ
サ
ー
ル
の
新
聞
憎
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
べ
！
ベ
ル
、
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
の
新
聞
崇
拝
が
両
派
の
宣
伝
活
動
を
規
定
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
一
八
七
五
年
目
昌
昌
合
同
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

で
に
機
関
紙
一
四
紙
を
持
つ
ア
イ
ゼ
ナ
ヅ
ハ
派
と
、
党
員
数
で
こ
れ
を
圧
倒
し
な
が
ら
畳
紙
し
か
持
た
な
か
っ
た
ラ
ッ
サ
ー
ル
派
を
比
較
す
れ

ば
、
両
者
の
メ
デ
ィ
ア
観
の
相
違
は
明
白
で
あ
る
。
こ
う
し
た
異
っ
た
メ
デ
ィ
ア
観
に
立
つ
両
派
合
同
の
意
義
は
、
間
接
的
非
人
間
的
メ
デ
ィ

ア
と
対
面
接
触
メ
デ
ィ
ア
の
弁
証
法
的
統
一
に
あ
り
、
こ
こ
に
「
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
↓
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
↓
マ
ス
」
の
情
報
回
路
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

い
わ
ゆ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ニ
段
階
の
流
れ
」
を
創
出
し
た
S
P
D
は
、
大
衆
組
織
化
に
向
け
て
の
足
場
を
確
立
し
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
回
路
の
中
核
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
組
織
活
動
家
・
演
説
家
を
兼
ね
た
機
関
紙
編
集
者
で
あ
っ
た
。
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革
命
論
が
国
家
論
の
コ
イ
ン
の
裏
側
で
あ
る
よ
う
に
、
編
集
部
エ
リ
ー
ト
論
は
読
者
大
衆
論
と
表
裏
を
な
す
。

心
に
「
宣
伝
政
党
」
の
エ
リ
ー
ト
、
編
集
者
に
つ
い
て
論
じ
て
お
こ
う
。

↓
　
編
集
部
エ
リ
ー
ト
論

（

ま
ず
『
真
相
』
編
集
部
を
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
『
真
相
』
誌
上
で
は
、
編
集
者
は
し
ぼ
し
ば
体
制
側
の
弾
圧
を
被
る
S
P
D
の
象
徴
と
し
て
登
場
す
る
が
、
べ
ー
ベ
ル
、
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト

か
ら
エ
ー
ベ
ル
ト
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
至
る
ま
で
S
P
D
の
著
名
な
指
導
者
が
共
通
項
と
し
て
持
つ
経
歴
は
、
機
関
紙
編
集
老
の
地
位
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
党
内
に
お
け
る
編
集
老
の
地
位
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
必
ず
し
も
一
致
し
た
見
解
を
示
し
て
は
い
な
い
。

　
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
『
職
業
と
し
て
の
政
治
』
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
で
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
経
歴
が
政
治
エ
リ
ー
ト
へ
の
上
昇
を
意
味
し

な
い
と
述
べ
た
上
で
、
S
P
D
の
特
殊
性
を
指
摘
す
る
。
「
し
か
し
、
同
党
内
で
の
編
集
者
の
地
位
は
、
平
編
集
結
の
ポ
ス
ト
と
い
う
性
格
が
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

く
、
指
導
者
へ
の
足
掛
り
と
は
な
ら
な
か
っ
た
」
と
論
じ
た
。
一
方
で
、
L
・
カ
ン
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
は
、
S
P
D
の
編
集
者
が
ま
ず
第
一
に
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

的
指
導
者
で
あ
る
こ
と
を
統
計
的
に
論
証
し
た
。
ま
た
、
G
・
A
・
リ
ッ
タ
ー
は
編
集
者
の
地
位
を
党
内
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
に
お
け
る
上
位
へ
の

　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

「
踏
み
切
り
板
」
と
見
敬
し
、
R
・
エ
ン
ゲ
ル
ジ
ン
グ
は
指
導
者
と
い
う
よ
り
昇
進
を
目
指
す
「
従
士
」
で
あ
る
と
考
え
た
。
し
か
し
、
編
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

部
が
党
の
指
導
部
で
あ
る
か
、
「
次
の
世
代
の
高
等
学
校
」
で
あ
る
か
を
静
態
的
に
論
じ
て
も
S
P
D
運
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
解
明
に
は
な

ら
な
い
。
む
し
ろ
「
宣
伝
政
党
」
発
展
史
の
中
に
、
そ
の
機
能
と
構
造
の
変
化
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
一
八
六
七

年
北
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
選
挙
か
ら
、
一
九
一
八
年
第
二
帝
制
崩
壊
ま
で
五
〇
年
間
の
S
P
D
帝
国
議
会
議
員
一
一
一
五
人
中
、
「
議
席
を
持
つ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
＝
四
名
（
五
三
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
を
行
っ
た
W
・
シ
ュ
ペ
ー
リ
ヒ
の
研
究
に
拠
っ
て
、
五
つ
に
蒋

期
区
別
す
る
。
各
時
期
を
『
真
相
』
編
集
長
の
年
表
と
対
照
す
れ
ば
（
表
1
）
の
よ
う
に
な
る
。

　
一
八
七
八
年
社
会
主
義
者
鎮
圧
法
成
立
以
前
の
S
P
D
系
議
員
中
、
「
新
聞
系
エ
リ
ー
ト
」
の
比
率
は
七
六
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
揺
盤

期
の
S
P
D
エ
リ
ー
ト
も
党
機
関
紙
に
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
明
白
だ
が
、
ラ
ッ
サ
ー
ル
派
の
『
社
会
民
主
主
義
老
』
∪
醇
。
り
0
9
巴
－
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〔表1〕　SPD新聞系エリートの比率と『真相』編集部

プロトr宣伝政党」期
（幹部政党期）

ブP一ス・ディーツ期

バ　ス　ラ　一　期

ハイマン前期
ポスト「宣伝政党」期
（大衆組織政党期）

任期区分

1867一一

　　1877

1878’v

　　189e

1891“一

　　1900

1901－v

　　1911

1912’一

　　1918

　A　OI　B＠
初当選新聞系工
議員数リート数

21

41

44

48

61

16

32

28

24

39

A
）

／
％B
（
76．2

7＆O

63．6

50．0

63．9

　　　　　　＠
r真相』編集長

1878．11　創刊（ハンブルク）。

　　　W．　Blos，　1，　H．　W．　Dietz

1881，3　発禁。

1884．1　再干目（シュトゥットガルF）。

　　　R．　Seifert

1885一“1890　1．H．　W．　Dietz

1890’v1900　G．　BaBler

1900’一1901　F．　Fischer

1901”v1919　B．　Heymann

1919”v1923　G．　Durst－

　　　A．　Rettelbusch一＋

　　　P．Enderling…休刊。

1924．1再刊（ベルリン）名称変更。

　　　E　Wende1
1927．7再び填相』と改称。

1933．2発禁。

註）①　1875年ゴータ合同以前の帝国議会初当選議員にはラッサール派（ADAV）とアイゼナッハ
　　　派（SDAP）両派を含む。　A欄については，　Matthias，　E／Pikart，　E．（Hrsg．）Die　Reichs－

　　　tagsfrahtion　des　deutschen　So：一ialde7nolevatie　1898　bis　1918，　Bd．1DUsseldorf，1966を併

　　　せて参照した。

　　②　「新聞系エリート」とは初墨選前に編集者，記者，新聞経営を経験した者を意味する。

　　③　r真相』編集長リス5は，Supper，　O．，　Witx，　Satire　isnd　Hu7nopt　in　der　Publigistile

　　　rvilptttembeptgs　：　7nit　besonderept　Beriichsichtigu．ng　de7　schevabischen　Pe7’iodischen　VVitgbla’tter．

　　　Wifrzburg，1938，　S．44．を参考にしたが，同書は誤りが多い。なお，1884年以前の『真相』

　　　の活動内容については創刊時期を含めて対立する兇解がある。V6rlcering，　K．，　Die　Politisclt－

　　　satirischen　Zeitschriften　“　Sit’ddetstscher　1’ostillon”　Ula’iinchen）　tend　“Der　IVahre　Jacob”

　　　（Stuttgavt）：　JhT　Beitrag　xter　Heblaitsbildung　dept　frijlten　sogialistischen　Literatter　in　Deu－

　　　tschland　atnd　．一ur　7narxistisolte7t　Litefaturtheorie，　Posdam，　1969，　S．　40．

や
ア
イ
ゼ
ナ
ッ
ハ
派
の
『
人
民

国
家
』
∪
長
く
。
膏
ω
ω
蜜
暮
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

八
六
九
年
創
刊
）
の
如
く
、
党
首

ま
た
は
最
高
幹
部
に
よ
る
中
央

機
関
紙
の
独
裁
的
編
集
が
こ
の

時
期
の
特
微
と
言
え
る
。
政
党

社
会
学
上
の
用
語
で
訴
え
ぼ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
幹
部
政
党
」
○
騨
脅
Φ
男
孚
・
税
畠

に
網
当
す
る
こ
の
時
期
の
S
P

D
で
は
、
機
関
紙
と
組
織
は
主

に
指
導
者
の
演
説
の
拡
声
器
と

し
て
機
能
す
る
こ
と
で
結
合
し

　
　
⑳

て
い
た
。
後
に
『
真
相
』
を
創

刊
す
る
W
・
ブ
ロ
ー
ス
（
ア
イ

ゼ
ナ
ッ
ハ
派
）
と
一
・
H
・
W
・

デ
ィ
ー
ツ
（
ラ
ッ
サ
ー
ル
派
）

も
こ
の
時
期
に
入
党
し
て
い
る

が
、
ブ
ロ
ー
ス
が
大
学
で
言
語

O
Φ
露
。
町
霧
（
一
八
六
四
年
創
刊
）
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⑫

学
を
修
め
た
イ
ン
テ
リ
で
あ
り
、
デ
ィ
ー
ッ
が
植
字
工
の
遍
歴
修
業
中
に
運
動
に
磨
っ
た
と
い
う
事
実
は
「
宣
伝
政
党
」
を
形
成
す
る
S
P
D

編
集
者
の
二
類
型
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ド
揖
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
た
イ
ン
テ
リ
と
職
人
的
労
働
者
の
合
作
に
よ
り
大
衆
的
機
関
紙
は
登

揚
し
た
と
言
え
よ
う
。

　
非
合
法
時
代
に
相
当
す
る
ブ
ロ
ー
ス
・
デ
ィ
ー
ツ
期
の
S
P
D
議
員
の
ほ
と
ん
ど
が
、
生
計
を
新
聞
活
動
に
依
存
し
て
い
た
と
見
倣
し
う
る

こ
と
は
「
宣
伝
政
党
」
形
成
の
上
で
重
要
で
あ
る
が
、
鎮
圧
法
が
S
P
D
機
関
紙
を
弾
座
し
た
こ
と
の
直
接
的
影
響
は
、
指
導
者
1
1
中
央
機
関
紙

編
集
長
の
取
綱
体
制
の
崩
壊
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
党
組
織
を
禁
じ
議
員
団
の
み
合
法
と
し
た
例
外
法
の
適
用
は
、
議
員
団
の
執
行
部
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
⑳

発
言
権
を
強
化
し
た
。
こ
の
た
め
執
行
部
は
亡
命
し
た
中
央
機
関
紙
に
「
拡
声
器
」
以
上
の
新
し
い
機
能
を
付
与
し
て
統
智
力
維
持
を
図
っ
た
。

こ
の
執
行
部
の
意
を
受
け
て
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で
編
集
さ
れ
た
亡
命
中
央
機
関
紙
『
社
会
民
主
主
義
者
』
O
巽
ω
o
隠
巴
α
Φ
旨
。
ξ
暮
は
禁
止
さ
れ
た

党
大
会
に
替
っ
て
議
員
団
へ
の
統
制
権
を
主
張
し
た
。
他
方
、
穏
健
的
な
議
員
団
多
数
派
は
組
織
活
動
の
維
持
を
陰
的
と
し
て
、
中
立
紙
・
娯

楽
紙
を
装
っ
た
地
方
新
聞
を
各
地
で
創
刊
し
た
。
そ
の
一
つ
が
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
『
真
相
』
で
あ
り
、
そ
れ
を
創
刊
し
た
ブ
ロ
ー
ス
と
デ
ィ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
急
進
化
す
る
中
央
機
関
紙
と
対
立
し
た
議
員
団
多
数
派
に
属
し
て
い
た
。
こ
の
対
立
に
お
け
る
『
社
会
民
主
主
義
老
』
編
集
長
ベ
ル
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
に
よ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
普
及
活
動
と
、
多
数
派
に
よ
る
地
方
紙
創
刊
活
動
は
、
後
年
、
修
正
主
義
論
争
、
大
衆
ス
ト
ラ
イ
キ
論
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

を
惹
起
す
る
理
論
と
実
践
の
二
元
論
を
体
現
し
て
い
た
。
そ
し
て
実
践
の
側
か
ら
す
れ
ば
「
運
動
が
意
味
を
持
つ
所
で
は
、
運
動
は
ま
た
機
関

　
　
　
　
　
㊧

紙
を
要
求
す
る
」
と
言
っ
た
ブ
ロ
ー
ス
の
活
動
は
注
目
に
価
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
当
時
労
働
者
層
で
圧
倒
的
な
人
気
を
博
し
た
歴
史
物
語
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
』
等
の
作
者
で
も
あ
る
ブ
ロ
ー
ス
は
、
自
由
主
義
系
新
聞
の
編

集
者
を
経
て
入
党
し
た
が
、
一
八
九
〇
年
代
ま
で
に
彼
が
そ
の
創
刊
、
編
集
、
論
説
執
筆
を
担
当
し
た
党
機
関
紙
は
少
な
く
と
も
一
六
紙
を
数

　
⑳
え
る
。
彼
こ
そ
、
デ
ィ
ー
ッ
と
と
も
に
党
機
関
紙
を
商
品
流
通
機
構
の
中
に
確
立
し
た
最
大
の
功
労
者
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
ま
だ
こ
の
時
期
は
党
エ
リ
ー
ト
が
編
集
を
行
う
時
代
で
あ
っ
て
、
編
集
部
か
ら
党
エ
リ
ー
ト
が
生
ま
れ
る
体
制
は
、
組
織
と
機
関

紙
が
合
法
化
さ
れ
る
時
代
を
待
っ
て
確
立
し
た
と
言
え
よ
う
。
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「宣伝政党」ドイツ裁会民主党と風刺漫画雑誌r真相』（佐藤）

　
一
八
九
〇
年
ビ
ス
マ
ル
ク
退
陣
と
と
も
に
無
法
化
さ
れ
た
S
P
D
は
、
鎮
圧
垣
下
の
地
方
新
聞
を
土
台
に
組
織
拡
大
を
推
め
た
。
バ
ス
ラ
ー

期
の
初
当
選
議
員
四
四
人
中
二
八
名
（
六
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
「
新
聞
系
エ
リ
ー
ト
」
で
あ
り
、
現
職
議
員
七
八
人
中
六
〇
名
（
七
六
・
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

パ
ー
セ
ン
ト
）
が
生
計
を
機
関
紙
に
依
存
し
て
い
た
。
未
だ
有
給
専
従
職
員
を
大
量
に
抱
え
込
む
党
・
組
合
の
官
僚
組
織
は
確
立
せ
ず
、
一
九

〇
六
年
の
議
員
歳
入
法
成
立
以
前
の
S
P
D
議
員
が
生
活
の
糧
を
機
関
紙
活
動
に
求
め
た
事
態
は
不
可
避
で
あ
っ
た
。
こ
の
状
況
下
で
「
編
集

者
睡
煽
動
者
1
1
組
織
者
」
体
制
が
醸
成
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　
九
〇
年
代
の
『
真
相
』
編
集
長
G
・
パ
ス
ラ
ー
（
一
八
六
七
一
一
九
〇
〇
）
は
こ
う
し
た
活
動
家
の
典
型
と
言
え
よ
う
。
植
字
工
と
し
て
S
P
D

運
動
に
参
加
し
た
バ
ス
ラ
ー
は
、
　
一
八
七
〇
年
代
後
半
に
は
『
南
独
国
民
新
聞
』
ω
口
＆
Φ
暮
ω
号
Φ
＜
o
涛
ω
N
鉱
け
砦
α
Q
の
編
集
部
に
入
っ
た
。
鎮

圧
里
下
で
は
合
唱
サ
ー
ク
ル
を
活
動
の
隠
れ
嚢
と
し
た
が
『
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
週
報
』
ω
o
ぴ
≦
魑
び
♂
。
プ
Φ
芝
。
。
プ
Φ
コ
亘
p
汁
げ
編
集
長
と
し
て
数
度
の

投
獄
を
経
験
し
た
。
一
八
八
三
年
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
地
区
代
表
と
し
て
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
秘
密
党
大
会
に
出
席
し
た
バ
ス
ラ
ー
は
、
地
方
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ル
ス
ト
コ
ブ
ラ
ッ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
　
バ
ぱ
ロ
ブ
ル

の
理
論
水
準
の
低
さ
を
「
低
級
紙
」
と
椰
楡
す
る
批
判
に
対
し
て
「
俺
は
そ
ん
な
低
級
紙
で
食
っ
て
い
る
ん
だ
。
つ
ま
り
俺
は
ソ
春
帯
ー
ジ

ス
ト
ラ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

屋
の
親
爺
っ
て
訳
だ
が
…
…
。
」
と
酒
落
混
り
の
反
駁
を
行
っ
た
。
こ
の
開
き
直
り
に
は
植
字
工
か
ら
編
集
部
を
経
て
上
昇
し
た
職
人
出
身
の

党
エ
リ
ー
ト
の
自
負
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
一
八
九
〇
年
一
〇
二
号
か
ら
デ
ィ
ー
ッ
に
替
っ
て
『
真
相
』
の
編
集
長
と
な
っ
た
バ
ス
ラ
ー
は
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
地
区
の
党
と
消
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

組
合
の
議
長
を
兼
ね
、
九
四
年
に
は
農
業
委
員
会
｝
σ
Q
類
費
。
ヨ
邑
ω
ω
δ
旨
に
選
出
さ
れ
、
翌
九
五
年
、
同
地
区
か
ら
邦
議
会
に
選
出
さ
れ
た
。

一
九
〇
〇
年
四
月
置
四
三
才
の
若
さ
で
死
な
な
け
れ
ば
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
登
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
バ
ス
ラ
ー
の
如
く
、
編
集
者
が
印
刷
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

経
営
を
行
い
、
組
合
、
党
組
織
、
議
員
団
で
活
動
す
る
体
制
は
、
個
人
の
能
力
の
限
界
に
挑
む
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
成
立
し
た
「
宣
伝

政
党
」
は
組
織
の
拡
大
に
応
じ
て
宣
伝
の
分
業
化
目
組
織
化
を
志
向
し
た
。
既
に
一
八
九
一
年
エ
ル
フ
ル
ト
党
大
会
で
議
会
報
告
を
議
員
日
編

集
者
に
替
っ
て
一
括
作
成
・
配
給
す
る
「
文
書
局
」
葺
8
蜜
一
一
ω
。
び
Φ
し
d
罎
①
雲
設
置
が
提
案
さ
れ
た
。
次
い
で
九
三
年
ケ
ル
ン
党
大
会
で
は
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

央
機
関
紙
『
前
進
』
編
集
部
か
ら
新
た
な
議
員
立
候
補
岩
を
認
め
な
い
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
ま
た
九
一
年
に
は
『
前
進
』
の
編
集
・
経
営
を
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監
査
す
る
ベ
ル
リ
ン
地
区
新
聞
委
員
会
用
器
器
搾
。
日
豊
ω
ω
δ
旨
が
導
入
さ
れ
、
以
後
殆
ど
全
て
の
地
方
紙
に
設
置
さ
れ
た
。
分
業
化
の
進
む
編

集
部
の
風
景
を
『
真
相
』
は
こ
う
風
刺
し
て
い
る
。

　
　
　
大
新
聞
編
集
長
　
　
「
こ
ん
ち
き
し
ょ
う
！
　
ホ
ー
ル
の
外
の
ひ
ど
い
騒
ぎ
は
何
事
だ
！
」

　
　
　
植
字
工
　
「
何
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
た
だ
政
治
記
者
と
経
済
記
者
の
喧
嘩
で
す
。
政
治
で
は
『
新
時
代
の
曙
光
』
っ
て
論
説
を
、

　
　
　
　
　
　
　
経
済
で
は
『
大
恐
慌
の
前
夜
』
っ
て
記
事
を
、
同
じ
号
に
載
せ
う
っ
て
言
う
ん
で
す
」
（
ヨ
．
㍉
二
お
O
ρ
寄
・
8
①
）

　
こ
の
よ
う
に
一
九
〇
五
年
以
降
顕
在
化
す
る
党
の
組
織
化
に
先
立
っ
た
宣
伝
の
組
織
化
の
中
で
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
提
起
し
た
「
修

正
」
r
は
、
党
員
大
衆
の
献
身
を
促
す
よ
り
も
機
関
紙
の
理
論
水
準
向
上
に
不
可
欠
な
イ
ン
テ
リ
を
運
動
に
獲
得
す
る
こ
と
に
有
効
で
あ
っ
た
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ず
で
、
「
低
級
紙
」
を
活
動
基
盤
と
し
た
党
活
動
家
た
ち
が
修
正
主
義
に
冷
淡
で
あ
っ
た
の
は
当
然
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
を
黙
殺
し
て
党
機
構

の
官
僚
制
化
を
推
進
し
た
改
良
主
義
者
は
、
こ
の
九
〇
年
代
に
入
党
し
編
集
部
で
頭
角
を
現
わ
し
た
第
二
世
代
の
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
。
彼
ら
こ

そ
、
宣
伝
が
生
み
、
機
関
紙
が
育
て
た
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　
一
九
〇
〇
年
、
党
機
関
紙
に
結
党
以
来
君
臨
し
て
き
た
『
前
進
』
編
集
長
W
・
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
の
死
去
は
、
一
九
〇
七
年
の
第
一
書
記
1
・

ア
ゥ
ァ
ー
の
死
去
が
党
組
織
の
世
代
交
替
を
象
微
す
る
の
と
同
様
に
、
党
編
集
部
の
変
質
に
と
っ
て
象
徴
的
で
あ
っ
た
。
ハ
イ
マ
ン
期
の
初
当

選
議
員
に
お
け
る
「
新
聞
糸
エ
リ
ー
ト
」
の
比
率
五
〇
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
先
行
す
る
時
期
の
六
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
の
後
退
、
つ
ま

り
編
集
者
聾
議
員
体
制
の
動
揺
を
示
し
て
い
る
。
九
〇
年
代
の
編
集
部
の
組
織
化
は
編
集
者
数
の
急
速
な
膨
張
を
も
た
ら
し
、
以
前
同
様
、
編

集
長
に
議
員
ポ
ス
ト
を
約
束
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
不
安
定
な
「
政
治
家
」
の
地
位
で
な
く
、
職
業
ジ
ャ
ー
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

リ
ス
下
を
目
指
す
一
派
が
編
集
部
に
出
現
し
た
。
こ
う
し
た
変
化
が
、
一
九
〇
〇
年
「
労
働
者
新
聞
協
会
」
＜
Φ
お
ぎ
含
H
》
旨
簿
Φ
謹
話
ω
ω
①
の

設
立
に
顕
在
化
し
た
。
S
P
D
編
集
者
の
職
能
組
舎
的
性
格
を
持
つ
こ
の
組
織
は
、
経
営
・
人
事
権
を
握
っ
た
新
聞
委
員
会
と
対
立
し
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾

〇
三
年
ド
レ
ス
デ
ン
党
大
会
で
の
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
紙
寄
稿
問
題
」
や
一
九
〇
四
年
以
来
の
『
前
進
』
編
集
部
紛
争
の
中
で
職
能
的
利
害
を
強
化

し
た
。
一
方
、
デ
九
〇
五
年
「
改
良
主
義
者
」
エ
ー
ベ
ル
ト
を
書
記
委
員
と
し
た
党
執
行
部
は
、
一
九
〇
六
年
、
専
門
的
編
集
者
養
成
を
目
指
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「宜伝政党」ドイツ社会民主党と風刺漫画雑誌『真椙諺（佐藤）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

す
党
学
校
勺
螢
誌
。
♂
。
財
巳
Φ
を
設
置
し
て
、
こ
の
傾
向
に
応
じ
た
。

　
一
九
〇
一
年
『
真
相
』
編
集
長
に
就
任
し
て
以
来
、
一
九
一
九
年
ま
で
こ
の
ポ
ス
ト
に
あ
っ
た
B
・
ハ
イ
マ
ン
は
、
第
二
世
代
エ
リ
ー
ト
の

典
型
と
言
え
る
。
一
八
七
〇
年
ポ
ー
ゼ
ン
州
の
ユ
ダ
ヤ
人
商
人
の
家
に
生
ま
れ
た
ハ
イ
マ
ン
は
、
九
〇
年
代
の
「
宣
伝
政
党
」
に
入
党
し
、
九

七
年
に
は
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
『
人
民
の
友
』
＜
o
涛
。
。
坤
①
§
α
の
編
集
長
と
な
っ
た
。
翌
年
に
は
ハ
ノ
ー
バ
ー
一
二
区
の
帝
国
議
会
議
員

候
補
に
、
一
九
〇
三
年
か
ら
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ヅ
ト
ガ
ル
ト
市
議
会
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
邦
議
会
の
議
員
に
な
り
、
同
邦
の
憲
法
改
正
問
題
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

予
算
問
題
な
ど
を
修
正
主
義
・
改
良
主
義
の
拠
点
た
る
『
社
会
主
義
月
報
賑
ω
o
N
芭
幹
δ
。
財
Φ
竃
9
影
け
窪
Φ
津
①
誌
上
で
論
じ
た
。
そ
し
て
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

＝
一
年
に
は
『
学
費
と
国
家
負
担
』
と
題
す
る
著
作
を
物
し
、
S
P
D
文
教
政
策
の
「
専
門
家
」
と
な
る
ハ
イ
マ
ン
は
、
西
南
ド
イ
ツ
改
良
主
義

老
の
典
型
と
言
え
よ
う
。
こ
の
時
期
、
社
会
政
策
の
C
・
ゼ
フ
ェ
リ
ン
グ
（
一
八
七
五
年
生
）
、
農
業
政
策
の
○
・
ブ
ラ
ウ
ン
（
一
八
七
二
年
生
）
、

軍
事
植
民
政
策
の
G
・
ノ
ス
ケ
（
一
八
六
八
年
生
）
な
ど
後
年
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
で
要
職
に
就
く
改
良
主
義
者
は
、
編
集
長
を
経
て
「
専
門
家
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

議
員
の
活
動
を
始
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
S
P
D
編
集
部
に
職
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
意
識
が
浸
透
す
る
の
と
並
行
し
て
、
宣
伝
の
た
め
の
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

会
戦
術
か
ら
交
渉
の
た
め
の
議
会
活
動
に
重
点
を
移
し
た
職
業
政
治
家
が
台
頭
し
て
き
た
。

　
編
集
者
1
1
議
員
体
制
の
以
上
の
如
き
変
質
は
一
九
〇
七
年
「
新
聞
局
」
帽
お
ω
ω
①
げ
霞
①
窪
の
設
置
に
よ
っ
て
決
定
的
に
な
っ
た
。
同
年
の
い

わ
ゆ
る
「
ホ
ッ
テ
ン
ト
ッ
ト
選
挙
」
の
敗
北
は
、
党
内
で
大
衆
宣
伝
の
失
敗
と
見
倣
さ
れ
、
こ
れ
を
直
接
的
契
機
と
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
新
聞
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ン
ツ
ェ
ル
ン
の
運
営
を
範
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
新
聞
局
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ
る
記
事
・
論
説
・
娯
楽
欄
の
作
成
と
配
給
の

中
央
集
権
化
は
編
集
長
が
議
員
活
動
に
専
念
す
る
こ
と
を
容
易
に
し
た
が
、
各
々
の
編
集
部
が
党
の
宣
伝
活
動
に
占
め
る
地
位
の
低
下
を
も
た

ら
し
た
。
編
集
部
の
地
盤
沈
下
は
「
宣
伝
政
党
」
変
質
の
序
章
で
あ
っ
た
。

，
一
九
一
二
年
の
帝
国
議
会
選
挙
は
S
P
D
を
第
一
党
に
す
る
大
躍
進
を
招
来
し
た
。
こ
の
選
挙
の
立
候
補
者
の
内
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
肩

書
き
を
持
つ
者
は
、
S
P
D
候
補
者
で
七
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
れ
以
外
で
は
約
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ポ
ス
ト
「
宣
伝
政
党
」

期
の
初
当
選
議
員
六
一
入
中
「
新
聞
系
エ
リ
ー
ト
」
三
九
名
（
六
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
い
う
数
字
は
「
宣
伝
政
党
」
の
継
続
を
想
わ
せ
る
。
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し
か
し
、
一
九
一
四
年
の
S
P
D
議
員
団
＝
○
人
中
、
労
働
者
新
聞
協
会
所
属
者
は
二
〇
名
（
一
八
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
過
ぎ
な
い
。
つ

ま
り
、
協
会
所
属
の
編
集
者
二
四
一
人
中
帝
国
議
会
議
員
は
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
ワ
イ
マ
ー
ル
期
一
九
二
七
年
の
三
・
七
パ
ー
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ト
（
三
七
四
人
中
一
四
名
）
に
至
る
編
集
者
と
議
員
の
分
離
傾
向
は
明
白
と
な
っ
た
。
こ
の
専
業
編
集
者
の
代
表
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
期
『
真
相
』

の
編
集
長
F
・
ヴ
ェ
ン
デ
ル
だ
ろ
う
。
彼
は
も
は
や
政
治
家
で
な
く
、
漫
画
編
集
の
「
専
門
家
」
と
し
て
『
漫
画
に
お
け
る
社
会
主
義
』
『
漫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

画
に
お
け
る
一
九
世
紀
』
な
ど
六
冊
の
漫
画
研
究
書
を
公
刊
し
て
い
る
。
『
真
相
』
の
時
代
、
つ
ま
り
「
宣
伝
政
党
」
期
の
栄
光
を
伝
え
る
「
史

官
」
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
と
も
か
く
一
九
一
二
年
以
降
は
執
行
部
一
新
聞
局
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
下
で
「
宣
伝
政
党
」
が
推
進
し
た
組
織
化
の
最
終
段
階
で
あ
り
、
第
一

次
大
戦
を
契
機
と
し
た
「
大
衆
組
織
政
党
」
へ
の
脱
皮
が
用
意
さ
れ
た
。

、
以
上
、
編
集
部
と
議
員
団
の
関
係
を
軸
に
「
幹
部
政
党
」
か
ら
「
大
衆
組
織
政
党
」
に
至
る
過
程
の
中
間
政
党
と
し
て
「
宣
伝
政
党
」
の
発

展
を
跡
づ
け
て
き
た
。
こ
の
発
展
を
S
P
D
編
集
者
の
社
会
的
性
格
か
ら
見
れ
ば
次
の
如
く
言
え
よ
う
。

　
編
集
部
に
お
け
る
大
学
入
学
資
格
保
有
者
》
げ
ぎ
巴
一
9
轟
の
占
め
る
割
合
は
、
「
宣
伝
政
党
」
期
の
前
後
を
通
じ
て
以
下
の
よ
う
に
推
移
し

た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
自
由
主
義
の
影
響
下
に
成
立
し
た
第
一
世
代
編
集
部
（
ブ
ロ
ー
ス
・
デ
ィ
ー
ッ
期
）
の
一
八
七
七
年
に
は
四
四
人
中
一
二
名

（
二
七
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
機
関
紙
が
育
て
た
党
エ
リ
ー
ト
の
第
二
世
代
編
集
部
（
バ
ス
ラ
ー
・
ハ
イ
マ
ン
期
）
の
最
終
局
面
一
九
一
四
年
で

は
二
四
一
人
中
二
八
名
（
＝
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
組
織
化
と
専
門
家
が
極
ま
っ
た
第
三
世
代
編
集
部
の
一
九
二
九
年
で
は
三
二
三
人
中
五
四

名
（
一
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
ワ
イ
マ
ー
ル
期
の
編
集
部
へ
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
層
の
流
入
は
、
一
九
一
四
年
に
八
○
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
労
働
者
階
級
出
身
者
の
比
率
が
一
九
二
九
年
に
は
六
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら

れ
る
。
と
す
れ
ば
、
「
知
識
人
」
の
比
率
が
最
も
低
い
「
宣
伝
政
党
」
の
編
集
部
は
、
党
内
上
昇
の
登
龍
門
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
で
労
働
者

と
党
エ
リ
ー
ト
の
連
続
性
を
生
み
出
し
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
連
続
性
の
象
徴
が
『
真
相
』
と
い
う
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
他
な
ら
な
い
が
、
そ
の

成
功
は
、
編
集
者
・
寄
稿
者
が
名
も
な
き
大
衆
の
一
人
で
あ
っ
た
か
ら
可
能
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
職
人
出
身
で
あ
れ
イ
ン
テ
リ
で
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「宣低政党」ドイツ社会民主党と風刺漫画雑誌r真相』（佐藤）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら

あ
れ
編
集
巻
と
な
っ
た
彼
ら
が
、
存
在
と
し
て
は
大
衆
か
ら
離
れ
て
い
た
こ
と
、
あ
る
い
は
離
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
し
か
も
伝
統
的
エ
リ
ー
ト

へ
の
上
昇
可
能
性
を
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
を
自
覚
し
て
始
め
て
可
能
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
S
P
D
編
集
老
は
大
衆
で
は
あ
り
え
ず
、
し
か

し
体
制
か
ら
は
大
衆
と
見
倣
さ
れ
る
こ
と
で
、
大
衆
を
強
烈
に
意
識
す
る
大
衆
知
識
人
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
観
念
上
の
大
衆
を
政
治
組
織
に
実

現
し
た
が
、
そ
の
メ
デ
ィ
ア
『
真
相
』
は
こ
の
「
似
非
知
識
人
」
に
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
れ
が
「
似
非
」
な
る
所
以
は
、
彼
ら
の
多
く
が
既
存
の

文
化
の
辺
境
を
歩
み
続
け
て
「
宣
伝
」
と
い
う
文
化
に
到
達
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
辺
境
と
呼
ぶ
の
は
、
そ
こ
で
科
学
と
土
俗
が
混
合
さ

れ
、
知
識
人
と
大
衆
が
同
舟
し
、
階
級
意
識
と
国
民
意
識
が
渾
然
一
体
と
な
り
、
政
治
と
芸
術
が
互
い
に
侵
食
し
合
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
社
会

主
義
文
学
と
し
て
、
ま
し
て
社
会
主
義
理
論
と
し
て
は
凡
そ
「
三
流
」
以
下
で
あ
っ
た
『
真
相
』
と
そ
の
編
集
者
に
与
え
ら
れ
た
戸
々
た
る
後

光
は
、
い
わ
ば
社
会
主
義
と
大
衆
社
会
が
遭
遇
し
た
際
の
創
造
の
火
花
で
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
『
真
相
』
の
検
討
の
前
に
、
さ
ら
に
そ
の
読

老
像
を
素
描
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

ゴ．

ﾇ
者
大
衆
論

（

　
識
字
率
を
左
右
す
る
教
育
政
策
か
ら
労
働
老
文
化
に
至
る
ま
で
の
考
察
、
あ
る
い
は
S
P
D
機
関
紙
読
層
層
の
統
計
学
的
分
析
も
含
め
て
、

「
読
老
論
」
は
別
の
機
会
に
詳
論
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
『
真
相
』
読
者
に
考
察
を
限
定
し
て
お
く
。

　
一
八
七
〇
年
代
に
始
ま
る
都
市
労
働
者
層
へ
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
浸
透
は
初
等
教
育
の
拡
充
と
連
動
し
た
が
、
そ
れ
が
労
働
老
層
の
文
化
的

疎
外
感
を
解
消
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
教
育
行
政
を
『
真
相
』
は
「
重
大
問
題
」
へ
の
一
将
軍
の
答
弁
と
し
て
次
の
如
く
風
刺
し

て
い
る
。

　
　
　
「
な
お
軍
隊
の
中
に
い
る
多
く
の
文
盲
に
つ
い
て
、
な
ぜ
苦
言
を
要
し
よ
う
か
。
連
中
が
読
め
な
い
限
り
祉
会
民
主
主
義
の
文
書
も
何

　
　
ら
害
を
及
ぼ
す
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
扁
（
ヨ
㍉
二
δ
O
ρ
寄
◎
認
O
）

　
こ
れ
に
対
す
る
S
P
D
の
運
動
が
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
た
か
、
と
い
う
問
い
に
は
、
ブ
戸
i
ス
・
デ
ィ
ー
ッ
と
と
も
に
『
真
相
』
を
編
集
85　（85）



し
た
詩
人
、
M
・
ケ
ー
ゲ
ル
（
一
八
五
〇
一
一
九
〇
二
）
の
作
に
な
る
労
働
者
の
愛
唱
歌
「
社
会
主
義
者
行
進
曲
」
ω
o
N
下
馬
窪
ヨ
ρ
富
。
プ
の
一
節

を
挙
げ
て
お
こ
う
。

　
「
大
地
の
恵
み
　
太
陽
の
光
輝

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ら
　
　
も
　
　
へ

　
　
理
知
の
栄
光
　
知
識
の
威
力

　
　
其
は
全
て
の
民
の
天
賦
な
り

　
　
我
等
を
求
め
し
標
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
聖
な
る
戦
の
成
果
な
り
。
」
（
傍
点
筆
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
こ
れ
を
愛
唱
し
た
第
一
世
代
の
党
員
た
ち
の
烈
し
い
教
育
渇
望
と
読
書
意
欲
は
、
当
時
の
回
想
の
多
く
が
証
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
土
熱
の
存
在
は
必
ず
し
も
機
関
紙
の
内
容
の
理
解
を
意
味
し
な
い
。
一
八
七
一
年
、
入
党
の
際
の
状
況
を
『
真
相
』
の
編
集
長
ブ
ロ
ー
ス

は
こ
う
回
想
し
て
い
る
。
「
私
は
当
時
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
て
い
た
『
人
民
国
家
』
を
す
ぐ
予
約
し
た
。
私
は
そ
の
中
に
、
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ち
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
私
と
は
掛
け
離
れ
た
世
界
を
覗
い
た
。
」
ブ
ロ
ー
ス
の
表
現
が
幾
分
誇
張
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
独
特
な

用
語
法
と
外
来
語
を
駆
使
す
る
中
央
機
関
紙
の
内
容
が
、
一
般
党
員
に
難
解
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
だ
が
「
未
熱
な
読
者
の
熱
烈
な

〈
聖
書
信
仰
〉
ω
o
ζ
一
躍
σ
p
一
ぎ
9
α
q
擢
Φ
蔭
に
と
っ
て
活
字
の
内
容
は
二
の
次
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
鎮
圧
法
下
の
弾
圧
が
機
関
紙
の
発
禁
・
押
収
と

し
て
体
験
さ
れ
た
こ
と
は
、
機
関
紙
に
「
殉
教
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
読
者
は
内
容
の
理
解
と
は
別
に
「
資
本
主
義
の
終
末
論
」
や
「
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

主
義
の
至
福
千
年
」
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
鎮
圧
法
下
の
一
二
年
間
で
機
関
紙
の
購
読
者
数
は
約
一
七
万
人
か
ら
約
二
五
万
人
へ
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
合
法
化
さ
れ
た
九
〇
年
代

は
メ
デ
ィ
ア
の
技
術
革
新
、
労
働
者
の
実
質
賃
金
上
昇
な
ど
の
影
響
も
相
侯
っ
て
、
S
P
D
紙
の
購
読
老
層
は
急
速
に
膨
張
し
て
行
っ
た
（
表
鉦
．

C
欄
を
参
照
）
。
し
か
し
、
選
挙
で
の
S
P
D
得
票
数
と
比
較
す
れ
ば
、
S
P
D
支
持
者
の
過
半
数
が
な
お
商
業
新
選
の
読
者
で
あ
る
こ
と
、
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ま
り
機
関
紙
購
読
者
層
は
党
員
と
そ
の
予
備
軍
に
限
定
で
き
る
こ
と
、
は
明
ら
か
で
あ
る
。
第
二
帝
制
期
S
P
D
の
平
均
的
な
党
員
と
は
、
労
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〔表9〕

C欄欄B

1i発行緻
lSPD紙総

254，100

　　　普　及　度
if前進』i『新時代』】『真相』

欄

増加率
（90）

　A
党員数～

L9

2．3

2．5

2．5

2．5

2．7

2．5

2．6

3．0

400，000

600，000

837，790

1i　1器ll

lll擁1
｝髭：：Il1

53．4

66．3

69．エ

70．4

73．5

79．7

94．2

93．6

102．5

麗
心
様
妬
電
弧
隙
a
3
印

38．0

10．7

7．8

13．6

16．1

15．9

1．3

10．5

384，000

530，000

587，000

633，000

72e，ooo

837，000

97e，ooo

983，000

1086，000

蹴
蹴
謝
…
鰹
鰯
鰯
贈
鵬
三
脚
曲
事
兜
脳

1
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
設）数値は，Friclce，　D。　Handbuch，　S．421，403，429．

　　普及度＝予約購読者÷党員数

働
組
合
に
組
織
さ
れ
た
都
市
在
住
の
手
工
業
的
熟
練
工
を
意
味
す
る

施
・
彼
ら
の
政
治
的
社
会
化
に
『
真
想
が
果
し
た
役
割
は
・
M
●

　
　
　
　
　
　
⑧

ブ
戸
ー
メ
の
回
想
な
ど
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
F
・
レ
ー
バ

イ
ソ
は
、
八
○
年
代
以
降
の
「
農
村
労
働
者
の
科
学
的
社
会
主
義
へ

の
道
程
」
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
　
「
農
村
に
お
い
て
も
、

今
や
以
前
よ
り
も
多
く
社
会
民
主
主
義
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
そ
の
会

話
に
私
も
し
ぼ
し
ぼ
参
加
し
た
。
そ
の
上
、
私
の
傍
に
い
た
年
配
の

カ
ニ
漁
師
は
『
真
相
』
を
持
っ
て
い
た
。
当
時
そ
れ
は
大
衆
向
け
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

風
刺
雑
誌
と
し
て
我
々
を
大
変
楽
し
ま
せ
た
。
」
　
書
籍
行
商
人
に
よ

っ
て
、
S
P
D
地
方
紙
が
浸
透
で
き
な
か
っ
た
農
村
ま
で
流
布
さ
れ

た
『
真
相
』
の
読
者
層
こ
そ
、
S
P
D
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
対
象
と
し

た
民
衆
の
最
大
公
約
数
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
『
真
相
』

の
党
内
普
及
度
（
B
欄
参
照
）
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
党
員
数
の
増

大
に
追
い
つ
か
な
い
中
央
機
関
紙
『
前
進
』
や
理
論
誌
『
新
時
代
』

の
購
読
老
数
に
比
べ
て
、
『
真
相
』
だ
け
が
党
員
二
・
五
人
に
一
誌
と
い
う
異
常
な
普
及
度
を
維
持
し
た
。

　
そ
れ
で
は
『
真
言
』
は
自
ら
の
読
者
、
つ
ま
り
党
員
大
衆
を
如
何
に
描
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
イ
ラ
ス
ト
⑳
の
如
く
、
党
を
支
持
す
る
労
働
者

の
姿
は
皮
の
腰
ま
き
を
ま
と
い
、
ハ
ン
マ
ー
等
を
握
る
手
工
業
職
人
と
し
て
描
か
れ
、
一
方
、
抑
圧
、
搾
取
さ
れ
る
国
民
の
姿
は
、
愚
直
・
鈍

重
・
忍
耐
を
含
意
す
る
「
民
衆
」
≦
。
げ
鉱
の
表
記
を
と
も
な
い
、
イ
ラ
ス
ト
愚
の
如
く
農
民
的
イ
メ
ー
ジ
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
明
白
な
シ

ン
ボ
ル
操
作
は
、
都
市
政
党
S
P
D
が
急
速
に
進
展
す
る
都
市
化
の
中
で
「
罠
衆
」
を
運
動
主
体
た
る
「
都
市
大
衆
」
と
し
て
獲
得
し
た
経
緯
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を
説
明
す
る
。
そ
れ
は
『
真
相
』
の
自
己
規
定
の
中
で
さ
ら
に
明
白
と
な
る
。
　
一
八
九
三
年
一
九
三
号
の
「
『
真
相
』
こ
こ
に
あ
り
」
と
題
す

る
イ
ラ
ス
ト
⑭
は
、
小
さ
な
ア
ト
リ
エ
で
『
真
相
』
の
回
り
に
集
ま
っ
て
朗
読
さ
れ
る
文
句
に
耳
を
傾
け
挿
絵
を
覗
き
込
む
職
人
一
家
の
姿
を

描
い
た
。
こ
う
し
た
小
さ
な
…
、
集
会
」
か
ら
巨
大
な
組
織
は
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
一
四
年
の
『
真
相
』
購
読
者
勧
誘
広
告
（
イ
ラ
ス
ト

㊨
）
は
、
そ
の
帰
結
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
の
読
者
は
電
車
の
座
席
で
『
真
相
』
を
広
げ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
そ
れ
を
覗
き
見
る
隣
席
者
で
あ
る
。

そ
の
姿
は
現
代
の
都
市
大
衆
に
限
り
な
く
近
い
。

　
こ
う
し
た
読
者
の
関
心
、
つ
ま
り
、
多
様
な
内
容
を
掲
載
し
た
機
関
紙
の
中
で
ど
の
要
素
が
読
者
に
優
先
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
は
、
労
働

組
合
図
書
館
な
ど
の
貸
し
出
し
状
況
を
検
討
す
れ
ば
推
定
で
き
る
。
こ
の
種
の
資
料
が
示
す
事
実
は
、
九
〇
年
代
以
降
生
じ
た
社
会
主
義
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

へ
の
関
心
低
下
と
娯
楽
小
説
類
の
需
要
増
大
で
あ
る
。
機
関
紙
読
者
の
増
大
と
並
行
す
る
理
論
離
れ
現
象
は
、
機
関
紙
の
大
衆
化
が
単
に
数
の

問
題
で
な
く
構
造
の
問
題
と
し
て
考
察
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
8
7
⑦
　
≦
㊤
『

①
　
〉
●
潤
9
一
、
　
　
　
　
　
　
o
剛
≦
o
乙
頓
…
〉
算
一
二
o
o
一
9
貯
♂
o
議
。
コ
ω
ぞ
。
ω
壁
邑

　
8
壽
8
学
嘆
。
冨
σ
q
露
母
留
匪
≦
一
ぎ
巴
巨
篇
Φ
Ω
巽
ヨ
き
望
H
Q
。
8
ム
㊤
に
．
貯
“
智
曲
挙

　
9
N
ミ
ミ
G
o
ミ
§
愚
。
ミ
叢
雨
防
、
ミ
￥
一
三
望
（
H
O
蕊
y
や
一
。
。
．

②
　
党
書
記
1
・
ア
ウ
ア
ー
が
一
八
九
九
年
四
月
一
〇
日
付
R
・
シ
子
ミ
ッ
ト
宛
書

　
簡
で
使
っ
た
蓑
現
。
　
≦
曜
ω
娼
賃
｝
8
貫
辱
曲
§
§
翫
肋
鴨
9
ぎ
馬
》
§
ミ
ミ
㍉
句
。
無
ミ
ー

　
翫
§
ミ
ミ
類
比
魯
ぎ
需
覧
き
恥
ミ
聖
＆
巴
ミ
ミ
鷺
§
ミ
帖
ミ
鴨
謡
み
ミ
葺
乱
ミ
忠
ミ
賦
－

　
特
鳶
題
馬
嵩
象
ミ
肋
N
ミ
恥
．
U
欝
ω
①
匡
0
3
一
㊤
G
。
ω
㌧
ω
．
一
◎
。
ω
．

③
囚
凸
囚
窪
琶
＾
ざ
署
p
。
算
蘇
ご
σ
q
。
差
旨
℃
宥
8
盈
護
’
言
”
b
馬
馬
ミ
幅
ミ
N
ミ
．
b
。
b
。

　
｝
σ
q
“
（
一
㊤
O
Q
Q
）
じ
ロ
島
．
ド
Q
Q
．
戸
。

④
戸
竃
9
＃
匿
器
、
開
碧
雪
曇
環
＆
国
琶
誘
犀
岩
註
。
。
ヨ
話
旧
豆
。
男
；
鼻
焦
8

　
儒
窪
冒
8
δ
σ
q
♂
貯
山
。
弓
9
β
梓
拉
ぎ
コ
ω
o
慾
目
9
ヨ
。
ξ
9
菖
。
〈
o
目
留
筥
自
門
魯

≦
。
三
a
。
σ
Q
9
笹
”
囲
梱
勺
。
匿
。
9
肖
（
色
話
σ
q
■
）
』
§
§
爵
ミ
N
h
襲
ミ
§
さ
b
。
男
。
一
σ
q
ρ
、

　
8
麟
σ
一
う
σ
q
9
ご
論
り
切
8
ω
・
一
α
一
…
一
り
N
　
｛
女
世
舟
・
出
［
田
徹
訳
『
な
ぜ
ヒ
ト
ラ
ー
を
阻

、
止
で
き
な
か
っ
た
か
』
（
岩
波
現
代
選
書
・
一
九
八
閣
）
一
七
三
頁
～
二
四
二
頁
。

⑤
　
S
P
D
が
煽
動
活
動
に
一
面
的
に
全
力
を
集
中
し
た
た
め
、
権
力
政
治
上
の
機

　
能
停
止
に
陥
っ
た
と
す
る
指
摘
も
あ
る
。
○
・
｝
潟
＃
再
び
b
穏
」
さ
§
ミ
昏
§
魂
－

　
§
お
画
§
§
N
ぎ
N
§
§
一
二
ぎ
§
ミ
普
ミ
b
羅
切
g
旨
N
§
博
ミ
》
ミ
駐
“
富
寄
曳
§

　
ミ
ミ
、
ミ
“
9
窪
ミ
ぎ
ミ
ミ
曜
§
謎
8
1
嵐
8
9
じ
ロ
臼
田
貯
レ
8
ρ
ω
。
一
ト
⊃
。
。
噸

⑥
　
例
え
ば
S
P
D
機
関
紙
研
究
の
先
駆
的
著
作
、
　
炉
園
㊤
導
霞
9
鼠
。
斜
b
詩

　
恥
g
ミ
ミ
§
榊
審
温
気
q
ぎ
、
§
題
馬
b
鵯
ミ
笥
ミ
§
戚
（
9
ω
。
。
．
y
　
8
ま
貯
α
q
。
コ
隔
漏
り
認
”

　
ψ
ω
幽

⑦
≦
。
9
禽
凱
。
F
§
．
ミ
こ
ω
．
卜
5
ω
h
・

⑥
　
い
い
。
嵩
。
ぎ
号
マ
ミ
‘
Q
Q
」
ω
占
ρ

⑨
≦
．
ω
o
貯
9
①
び
§
ミ
ミ
ミ
籍
ミ
8
婚
ミ
ミ
§
～
暮
雲
§
S
§
㌧
ミ
鷺
画
ミ
鷺
ミ
§

　
謎
a
ミ
q
遣
O
漁
寓
雌
昌
9
窪
”
一
Φ
一
9
Q
Q
。
お
り
．

⑩
竺
9
8
羅
多
く
U
．
。
。
。
ぎ
ω
8
ス
年
。
・
α
舞
．
）
、
9
§
§
蹴
ミ
§
ミ
逡
ぎ
曽
偽
。
無
皐

　
§
ミ
今
戸
ミ
、
じ
ζ
阜
一
．
懸
垂
一
一
〒
切
。
旨
マ
切
巴
Ω
o
鳥
0
9
0
お
℃
ち
胡
ヤ
ω
．
蒔
Q
。
．

⑪
　
カ
ッ
ツ
・
ラ
ザ
ー
ス
フ
ェ
ル
ド
に
よ
る
こ
の
有
名
な
仮
説
を
、
　
一
般
命
題
化
｝
す
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．
れ
ば
以
下
の
如
く
な
る
。
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
受
け
手
の
効
果
の
必

　
要
か
っ
十
分
な
原
悶
と
し
て
作
用
す
る
の
で
は
な
く
、
媒
介
酌
諸
要
因
と
諸
影
響

　
の
連
鎖
の
中
で
、
そ
の
連
鎖
を
通
じ
て
機
能
す
る
。
5
・
T
・
フ
ラ
ッ
パ
ー
、
N

　
H
K
放
送
学
研
究
室
訳
『
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
効
辞
譲
』
（
日
豊
放
送
出
版
協
…
会
、

　
一
九
六
六
）
二
四
頁
。

⑫
ω
■
罫
し
尊
邑
σ
q
り
b
鳶
℃
§
給
§
・
．
岩
8
慧
憩
普
偽
ミ
叙
ミ
恥
ミ
帖
さ
、
S
ミ

　
熱
お
や
§
ミ
ミ
薦
§
磯
糺
ミ
§
凝
ミ
ミ
軋
ミ
、
、
ミ
ミ
§
ミ
§
騎
暮
．
．
触
．
．
q
ミ
．
．
§
ミ

　
．
、
導
ミ
ミ
旨
8
守
．
．
（
嵩
ミ
∴
8
憶
y
（
U
訪
。
。
．
y
鼠
雪
9
0
コ
㌔
お
綬
い
ψ
ω
＝
凸

⑬
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搾
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相
』
史

（
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か
つ
て
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
っ
て
活
字
印
欄
が
発
明
さ
れ
た
マ
イ
ン
ツ
が
、
ま
た
そ
の
印
刷
物
の
検
閲
誕
生
の
地
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
情

報
活
動
は
出
版
と
統
制
の
織
り
成
す
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
『
真
枳
』
は
鎮
圧
法
制
定
の
翌
年
、
一
八
七
九
年
、
亡
命
中
央
機
関
紙
『
社
会
民
主
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

者
』
と
ほ
ぼ
同
時
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
地
域
月
刊
紙
（
全
四
頁
）
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
。
自
ら
『
真
相
』
の
寄
稿
者
で
あ
っ
た
党
史
家
F
・
メ
ー
リ
ン

グ
は
、
そ
の
創
刊
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
た
。
「
党
が
社
会
主
義
者
鎮
圧
法
施
行
の
直
前
に
創
刊
し
た
文
学
的
娯
楽
新
聞
は
、
こ
の
法
律
で
間
接

的
に
潰
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
J
・
H
・
W
・
デ
ィ
ー
ッ
は
R
・
ラ
バ
ソ
ト
お
よ
び
W
・
ブ
ロ
ー
ス
の
協
力
の
も
と
に
『
真
相
』
を
党
の
文
学
活

動
の
た
め
の
正
し
い
舞
台
と
し
た
。
同
紙
は
も
と
も
と
漫
画
新
聞
で
最
初
は
揺
れ
動
く
土
台
の
上
を
用
心
深
く
歩
い
て
い
た
が
、
年
を
経
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

つ
れ
て
ま
す
ま
す
内
容
が
豊
富
に
な
り
、
数
十
万
の
読
者
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
党
の
中
で
最
も
広
く
読
ま
れ
る
新
聞
に
な
っ
た
。
」
も
っ
と

も
、
地
方
紙
『
真
相
』
が
「
文
学
的
活
動
」
を
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
と
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
こ
の
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
新
聞
も
あ
る
意
味

で
は
亡
命
紙
以
上
の
危
険
の
中
に
あ
っ
た
。
一
八
九
〇
年
ハ
レ
党
大
会
を
報
じ
た
『
真
相
』
一
一
二
号
は
鎮
圧
法
時
代
を
こ
う
回
顧
し
て
い
る
。

「
…
…
そ
の
（
鎮
圧
法
の
）
圧
力
の
下
で
厳
重
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
が
何
で
、
許
さ
れ
る
も
の
が
何
か
は
、
社
会
主
義
者
も
リ
ヒ
タ
ー
派
も

知
ら
な
か
っ
た
。
…
…
中
略
…
…
発
禁
の
ダ
レ
イ
モ
ス
の
剣
は
し
ぼ
し
ぼ
落
下
し
て
筆
舌
に
尽
し
難
い
努
力
で
作
ら
れ
た
も
の
を
一
撃
で
破
壊

　
　
　
　
　
　
③

し
た
も
の
だ
っ
た
。
」
鎮
圧
法
の
＝
一
年
間
で
延
一
〇
四
種
の
S
P
D
機
関
紙
が
廃
刊
に
追
い
込
ま
れ
た
が
、
一
八
八
○
年
一
〇
月
『
真
相
』
も
発

禁
と
な
り
、
デ
ィ
ー
ツ
、
ブ
ロ
ー
ス
等
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
を
追
放
さ
れ
た
。
翌
八
一
年
一
二
月
三
一
日
、
彼
ら
は
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
デ
ィ
ー

ツ
出
版
社
を
設
立
し
、
鎮
圧
法
の
緩
和
に
と
も
な
っ
て
、
八
三
年
K
・
カ
ウ
ツ
キ
ー
編
集
に
な
る
月
刊
理
論
誌
『
新
時
代
』
を
、
翌
年
一
月
よ
り
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

国
誌
と
し
て
『
真
相
』
を
再
刊
し
た
。
そ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
八
○
年
代
に
生
じ
た
S
P
D
機
関
紙
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
貌
で
あ
ろ
う
。

　
八
○
年
代
の
幕
開
け
と
と
も
に
無
党
派
、
非
政
治
色
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
性
を
呼
び
物
と
し
た
『
日
刊
評
論
』
↓
麟
σ
q
下
げ
Φ
閃
き
α
ω
。
げ
窪
（
一
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八
八
一
年
刊
）
や
『
ベ
ル
リ
ン
報
知
』
じ
d
雲
斎
冒
興
ぴ
。
馬
鐸
諺
爵
巴
σ
Q
Φ
村
（
一
八
八
三
年
）
な
ど
近
代
的
営
利
新
聞
が
ド
イ
ツ
で
も
漸
く
登
場
し
て

　
⑤
き
た
。
こ
う
し
た
廉
価
な
「
広
告
新
聞
」
は
、
S
P
D
紙
の
独
占
的
市
場
と
し
て
広
が
っ
て
い
た
都
市
労
働
者
層
を
S
P
D
紙
と
激
し
く
奪
い

合
っ
た
。
一
八
八
七
年
、
い
わ
ゆ
る
「
カ
ー
ニ
バ
ル
選
挙
」
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
煽
動
を
『
真
相
』
は
「
悪
辣
極
ま
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
流
国
民
投

⑥票
」
と
評
し
た
が
、
九
七
年
以
降
の
艦
隊
宣
伝
、
一
九
〇
七
年
「
ホ
ッ
テ
ン
ト
ッ
ト
選
挙
」
を
霞
ん
で
一
九
一
四
年
に
至
る
情
報
環
境
の
成
立

に
こ
う
し
た
大
衆
新
聞
の
出
現
は
決
定
的
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
S
P
D
紙
対
策
に
鎮
圧
法
を
持
っ
て
臨
ん
だ
体
制
側
は
、
S
P
D
を
宣
伝
戦

　
　
　
　
　
⑦
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア

で
「
兵
糧
攻
め
」
す
る
可
能
性
を
大
衆
新
聞
に
敵
い
出
し
、
鎮
圧
法
廃
案
の
前
提
が
形
成
さ
れ
た
。

　
一
方
、
一
八
九
〇
年
『
真
相
』
一
〇
一
号
は
一
〇
〇
本
の
「
風
刺
の
矢
」
が
鎮
圧
法
を
廃
案
に
追
い
込
ん
だ
と
自
画
自
賛
す
る
イ
ラ
ス
ト
を

　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、

掲
げ
た
。
実
は
こ
こ
に
鎮
圧
法
と
「
宣
伝
政
党
」
の
間
の
逆
説
が
あ
る
。
政
治
的
弾
圧
や
社
会
的
疎
外
が
S
P
D
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
急
進
化

　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

さ
せ
た
と
い
う
通
説
の
背
後
に
は
、
後
に
S
P
D
が
政
治
の
大
衆
化
を
ジ
ー
ド
で
き
た
基
礎
が
こ
の
時
期
に
形
成
さ
れ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

鎮
圧
法
が
S
P
D
に
強
い
た
財
政
上
の
困
難
は
、
宣
伝
に
際
し
て
経
済
的
要
素
を
重
視
す
る
伝
統
を
生
み
、
そ
の
結
果
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
紙
と
の

競
合
も
加
わ
っ
て
機
関
紙
の
大
衆
化
政
策
が
逸
早
く
確
立
し
た
。
　
一
八
八
八
年
、
隔
週
刊
に
改
め
頁
数
を
倍
増
し
た
『
真
相
』
は
、
編
集
長
デ

ィ
ー
ッ
の
大
衆
化
宣
言
を
掲
げ
た
。
「
編
集
部
は
有
能
な
人
材
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
、
同
時
に
新
た
に
芸
術
家
も
獲
得
し
た
。
そ
れ
故
、
『
真
相
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
内
容
と
意
匠
は
ド
イ
ツ
の
娯
楽
文
芸
の
第
一
線
に
進
む
こ
と
に
な
ろ
う
。
」

　
か
く
し
て
鎮
圧
法
廃
案
時
、
S
P
D
は
党
機
関
紙
六
〇
紙
、
組
舎
紙
四
一
紙
、
理
論
誌
『
新
時
代
』
、
文
芸
誌
『
新
世
界
』
上
盤
。
≦
。
謬
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

風
刺
漫
画
雑
誌
『
真
相
』
、
『
南
独
郵
便
御
者
』
ω
象
黒
色
ω
。
ぎ
℃
o
ω
窪
一
9
回
を
擁
す
る
「
宣
伝
政
党
」
に
成
長
し
て
い
た
。

　
亡
命
中
央
機
関
紙
『
社
会
民
主
主
義
者
』
に
替
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
地
方
紙
『
ベ
ル
リ
ン
人
民
新
聞
』
b
コ
曾
ぎ
幸
く
。
節
ω
巨
ρ
ヰ
が
中
央
機
関
紙

『
前
進
』
に
改
称
し
た
一
八
九
一
年
、
『
真
相
』
も
一
三
五
号
よ
り
タ
イ
ト
ル
頁
を
三
色
刷
に
し
、
女
性
読
者
の
た
め
の
付
録
年
鑑
、
『
真
相
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

絵
葉
書
等
の
配
布
、
販
売
を
通
し
て
多
角
的
な
読
者
層
開
拓
に
乗
り
出
し
た
。
こ
の
結
果
で
あ
る
、
大
戦
直
前
の
『
真
相
』
予
約
購
読
者
数
三
七

万
人
を
、
主
要
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
漫
画
雑
誌
の
予
約
購
読
者
数
、
『
ジ
ン
プ
リ
チ
シ
ム
ス
』
も
。
§
覧
一
番
。
。
ω
ぎ
蕊
八
万
人
、
『
ク
ラ
デ
ラ
ダ
！
チ
ュ
』

93 （93）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

譲
蜀
q
α
Φ
鏡
創
暮
ω
。
財
四
万
人
、
『
娯
楽
雑
誌
』
い
葭
葺
σ
Q
田
切
眠
雰
巽
七
万
人
と
比
べ
れ
ば
、
『
真
相
』
の
成
功
が
比
較
を
絶
し
て
い
た
こ
と
が

判
る
。
そ
の
成
功
の
原
因
と
し
て
、
大
衆
向
け
の
紙
面
作
り
の
新
手
法
－
韻
文
に
よ
る
論
説
、
刺
激
的
な
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
、
宣
伝
小
説
、
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

賞
小
説
募
集
な
ど
一
と
、
読
者
と
の
接
触
を
求
め
る
編
集
方
針
一
質
疑
応
答
欄
、
体
験
記
の
採
用
な
ど
！
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
二
〇
世

紀
に
「
一
般
化
し
た
S
P
D
紙
編
集
の
大
衆
化
は
『
真
相
』
の
開
い
た
地
平
の
上
に
推
進
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
顕
著
な
例
が
一
八
九
四
年

の
B
・
シ
ェ
ー
ン
ラ
ン
ク
に
よ
る
『
ラ
イ
プ
チ
ヒ
人
民
新
聞
』
い
①
落
N
お
①
り
く
○
涛
ω
勢
門
窪
σ
登
改
革
で
あ
る
。
『
真
相
』
の
主
要
な
執
筆
者
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

た
彼
は
、
娯
楽
欄
の
拡
大
、
漫
画
、
風
刺
コ
ラ
ム
、
投
書
欄
の
導
入
を
断
行
し
、
同
紙
を
中
央
機
関
紙
に
次
ぐ
党
内
有
力
紙
に
変
え
た
。
後
年
、

そ
の
編
集
部
に
は
F
・
メ
ー
リ
ン
グ
、
R
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
が
加
わ
り
党
内
左
派
の
拠
点
と
な
る
同
紙
の
権
威
が
、
理
論
水
準
で
も
革
命
性

で
も
な
く
大
衆
性
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
強
調
さ
れ
て
よ
い
。
さ
ら
に
『
真
相
』
は
一
八
九
七
年
、
漫
画
欄
を
拡
大
し
て
、
「
娯
楽

付
録
欄
」
H
一
影
。
。
ヰ
一
〇
諄
o
d
算
⑦
旨
潜
け
。
昌
σ
q
ω
げ
①
に
㊤
σ
q
①
と
し
、
こ
れ
以
降
第
一
次
大
戦
ま
で
続
く
紙
面
構
成
を
完
成
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

、
一
方
隅
合
法
化
後
「
教
宣
地
区
」
》
σ
q
諜
p
賦
。
器
び
Φ
匿
降
を
単
位
と
し
て
再
編
成
さ
れ
た
「
宣
伝
政
党
」
の
組
識
化
を
機
関
紙
発
行
形
態
に
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

め
る
な
ら
ば
、
鎮
圧
無
下
で
確
立
し
た
合
名
会
社
経
営
か
ら
党
の
直
接
経
営
へ
の
移
管
に
確
認
で
き
る
。
一
九
〇
二
年
『
前
進
』
、
一
九
〇
四
年

デ
ィ
ー
ツ
社
の
党
有
移
管
に
先
立
っ
て
、
一
九
〇
一
年
中
は
『
新
時
代
』
、
婦
人
誌
『
平
等
』
臼
魚
。
嘗
。
詳
と
と
も
に
『
真
相
』
が
党
有
移

管
さ
れ
だ
。
そ
の
際
、
執
行
部
が
『
真
相
』
を
特
に
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
翌
年
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
党
大
会
の
会
計
報
告
に
明
ら
か
と
な
る
。
「
『
真

相
』
は
一
九
〇
一
年
の
会
計
年
度
で
二
〇
〇
二
三
・
四
五
マ
ル
ク
の
純
益
を
あ
げ
た
。
実
に
喜
ば
し
く
、
お
そ
ら
く
な
お
増
加
可
能
な
成
果
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
へ

あ
ろ
う
。
し
か
し
『
真
相
』
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
彼
に
親
し
く
寄
り
掛
っ
て
い
た
二
人
の
姉
妹
を
持
っ
て
い
た
。
『
真
相
』
は
以
前
か
ら
彼
女

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら
　
　
へ

達
の
支
援
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
今
も
変
っ
て
い
な
い
。
こ
の
二
人
の
姉
妹
に
『
真
相
』
の
純
益
は
相
当
食
い
潰
さ
れ
て
い
る
。
『
新
時

代
』
は
一
〇
三
〇
五
マ
ル
ク
の
赤
字
（
謹
聴
！
謹
聴
！
）
『
平
等
』
は
四
四
八
○
マ
ル
ク
の
赤
字
で
締
め
た
。
…
…
中
略
…
…
そ
の
た
め
今
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

以
下
の
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
こ
の
財
政
面
の
検
討
に
お
い
て
、
な
お
し
ば
ら
く
補
助
金
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
そ
め
後
ハ
「
大
き
な
利
潤
を
絞
り
出
す
た
め
の
乳
牛
」
に
成
長
し
て
ゆ
く
機
関
紙
の
中
に
あ
っ
て
、
『
真
相
』
の
収
入
増
加
曲
線
は
少
な
く
と
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も
一
九
一
〇
年
ま
で
全
S
P
D
機
関
紙
総
収
入
の
そ
れ
に
対
応
し
て
い
た
（
表
皿
参
照
）
。
ま
た
広
告
収
入
増
加
率
で
他
の
機
関
紙
を
リ
…
ド
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
こ
と
は
、
一
九
〇
二
年
『
真
相
』
の
一
般
広
告
採
用
以
降
、
他
の
S
P
D
紙
も
こ
れ
に
追
随
し
た
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
一
九
一
〇
年
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
発
行
の
兄
弟
誌
『
南
独
郵
便
御
者
』
を
吸
収
し
、
党
内
唯
一
の
風
刺
漫
画
雑
誌
と
な
っ
た
『
真
相
』
は
、
翌
一
一

年
に
は
予
約
購
読
者
を
三
〇
万
の
大
台
に
乗
せ
た
が
、
翌
年
の
三
八
万
人
を
最
後
に
『
真
相
』
購
読
者
数
の
不
断
の
上
昇
は
終
罪
し
た
。
こ
の

数
字
は
「
宣
伝
政
党
」
の
組
織
化
の
金
字
塔
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
墓
標
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
帝
国
議
会
選
挙
で
S
P
D
の
収
め
た
大
勝

利
は
、
宜
伝
の
勝
利
で
あ
る
よ
り
は
宣
伝
が
生
ん
だ
組
織
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
既
に
一
〇
〇
万
党
員
、
二
五
〇
万
自
由
労
働
組
合
員
、
六
〇
〇

万
読
者
を
組
織
し
た
S
P
D
の
成
長
は
「
階
級
政
党
」
と
し
て
の
限
界
点
に
達
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
一
九
一
三
年
、
A
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
イ
エ
ナ
党
大
会
で
、
S
P
D
日
刊
紙
九
〇
百
中
七
八
紙
の
内
容
は
画
一
化
さ
れ
て
い
る
と
批
判
し
た
が
、
そ

れ
は
新
聞
局
に
よ
る
華
車
が
行
き
渡
っ
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
。
機
関
紙
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
管
理
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
一
方
で
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

4

3

2

1

’

〔蓑理〕『真相』㈹と全S　・PD機関紙⑧の

　　　収入増加比

　（A’，B’は各広告収入増擁比）

　A（183，411D．M．篇1）
　A！（26，584D．M．一＝　1＞

　B（4，700，000D．M．＝1）

　Bノ（ユ，700，000D．Ml－1）
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　’　　　　　　　　ノ
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　ノ　　　　　　，’

’　　　ノ
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轟塁塁羅丁子骨子
註）A．Aノは年次党大会報告から作成。

　A．A’の1904年とA’の1911年以降は不明。
　B．B’はD．　Fricke，　of）．　cit，　S．413．より

　作成。

に
よ
っ
て
宣
伝
の
消
費
が
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
前
提
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
即
S
P
D
の

宜
伝
が
体
調
内
化
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
・

は
な
い
。
だ
が
、
体
制
内
化
し
た
組
織
は
宣
伝
の

方
向
を
組
織
内
部
に
集
中
し
始
め
た
。
イ
エ
ナ
党

大
会
で
提
出
さ
れ
た
機
関
紙
に
関
す
る
議
案
（
第

四
七
号
か
ら
第
五
八
号
）
は
、
機
関
紙
の
内
向
化
を

如
実
に
示
し
て
い
る
。
議
案
の
過
半
数
は
、
婦
人
労

響
の
た
め
の
…
シ
・
ン
纂
の
提
供
（
四
醐

八
．
四
九
・
五
〇
）
、
青
年
活
動
家
の
た
め
の
教
育
学
　
9
5
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〔表N）　記事形式の変動（折れ線グラフ）と見出し総数変化（葎グラフ）
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記嘉形式

　　　（e／e）

　　　50

　〔論説〕

　　　40

　〔韻文〕

　　　30

　　　　　20

　　〔漫画〕

　　　　　10

〔小説，他〕

1897

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

雑
誌
の
創
刊
（
五
三
・
五
四
）
、
労
働
者
家
庭
の
子
供
用
付
録
の
採
用
（
五
七
）
で
あ
っ
た
。

　
一
九
一
四
年
『
真
相
』
新
年
号
は
再
刊
三
〇
年
を
祝
っ
た
。
ツ
ァ
ー
ベ
ル
ン
事
件

を
厳
し
く
批
判
し
た
新
年
号
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
体
制
と
戦
い
続
け
た
『
真
相
』
の
記

念
号
に
相
応
し
い
。
し
か
し
、
同
じ
紙
面
で
、
　
「
ツ
ァ
ー
リ
ズ
ム
に
抗
し
て
」
戦
う

「
戦
場
の
同
朋
に
」
向
け
て
の
愛
国
主
義
が
鼓
舞
さ
れ
る
の
は
わ
ず
か
八
ケ
月
の
後

　
　
㊧

で
あ
る
。
そ
れ
を
転
向
と
断
罪
す
る
の
は
容
易
だ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
一
九
〇
八
年
ニ

ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
党
大
会
に
お
け
る
一
代
議
員
の
苦
悩
を
引
用
し
て
お
こ
う
。
「
我
々

は
反
軍
国
主
義
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
が
、
あ
な
た
方
が
こ
の
蓄
音
器
を
買
え
ば
、

祈
り
と
万
歳
で
セ
ダ
ン
の
戦
い
を
体
験
す
る
だ
ろ
う
。
広
告
の
こ
う
し
た
状
況
が
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

さ
に
『
真
相
』
の
中
に
も
あ
る
の
だ
。
」

　
次
に
、
『
真
相
』
の
内
容
分
析
を
通
し
て
『
真
相
』
に
反
映
し
た
党
の
変
質
を
考

察
し
て
み
よ
う
。

⇒
内
容
量
分
析

（

　
〔
表
W
〕
は
、
大
戦
ま
で
続
い
た
紙
面
構
成
が
確
立
す
る
一
八
九
七
年
か
ら
一
九
一

五
年
ま
で
の
見
出
し
総
数
の
変
化
と
、
記
事
形
式
（
「
論
説
」
「
詩
歌
」
「
漫
画
」
「
小
説
・
雑

録
」
そ
の
他
）
の
内
訳
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
通
常
『
真
相
』
の
紙
面
は

タ
イ
ト
ル
頁
を
含
む
最
初
の
四
頁
が
政
治
風
刺
で
、
そ
れ
に
続
く
四
頁
か
ら
一
〇
頁

が
娯
楽
欄
と
名
付
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
娯
楽
欄
に
も
政
治
論
文
、
社
会
主
義
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者
列
伝
、
文
献
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
、
政
治
詩
歌
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
厳
密
な
配
列
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
見
出
し
総
数
に
つ
い
て

見
れ
ば
、
一
九
一
一
年
ま
で
上
昇
傾
向
を
示
す
が
、
購
読
者
数
が
最
高
を
記
録
し
た
一
九
一
二
年
以
降
急
速
に
減
少
に
転
じ
た
。
情
報
の
絶
対

量
に
お
い
て
も
、
一
九
＝
一
年
ま
で
で
こ
の
メ
デ
ィ
ア
の
最
盛
期
が
終
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
記
事
形
式
の
内
訳
か
ら
判
る
こ

と
は
、
一
九
世
紀
に
お
い
て
全
体
の
半
数
を
占
め
て
い
た
政
治
論
説
の
急
速
な
減
少
が
、
漫
画
の
増
加
と
対
照
的
な
形
で
生
じ
た
こ
と
だ
。
両

者
の
比
率
が
逆
転
す
る
の
は
、
一
九
〇
二
年
だ
が
、
同
年
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
党
大
会
で
は
「
『
真
相
』
が
以
前
の
よ
う
に
多
く
の
啓
発
的
論
説
を
載
せ

　
　
⑳

る
こ
と
」
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
提
案
は
十
分
な
支
持
を
得
る
こ
と
な
く
、
論
説
の
減
少
は
一
九
〇
九
年
ま
で
続
き
、
漫
画
五
一

・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
す
る
論
説
九
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
に
至
る
。
し
か
し
、
一
九
一
〇
年
以
降
、
論
説
は
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
に
回
復
し
、

漫
画
も
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
下
す
る
一
定
の
均
衡
状
態
に
到
達
し
た
。
漫
画
の
増
加
が
購
読
者
数
の
増
大
、
組
織
化
の
進
展
と
歩
を
合
せ
て

お
り
、
組
織
化
の
達
成
後
、
一
種
の
固
定
化
が
生
じ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
に
『
真
相
』
が
党
勢
拡
大
の
外
向
的
メ
デ
ィ
ア
か
ら
組

織
内
向
的
メ
デ
ィ
ア
に
変
質
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
言
う
の
も
、
漫
薗
つ
ま
り
直
観
的
、
可
視
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
季
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

が
非
党
員
層
へ
の
宣
伝
に
お
い
て
示
す
有
効
性
は
、
論
説
と
比
較
し
て
疑
う
余
地
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
次
に
質
疑
応
答
欄
、
つ
ま
り
投
書
欄
の
扱
い
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
こ
う
。
一
九
二
九
年
『
真
相
』
五
〇
周
年
特
別
号
の
指
摘
ど
お
り
『
真

相
』
が
読
者
の
積
極
的
参
加
の
、
つ
ま
り
編
集
者
と
読
者
の
共
同
作
業
の
産
物
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
象
徴
は
質
疑
応
等
欄
で
あ
っ
た
は

ず
だ
。
『
真
相
』
は
こ
れ
を
世
紀
転
換
期
以
降
採
用
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
雑
誌
に
先
駆
け
、
　
一
八
九
〇
年
一
〇
五
号
か
ら
最
終
頁
に
掲
載
し
た
。

し
か
し
一
九
〇
二
年
、
広
告
欄
が
最
終
頁
に
設
け
ら
れ
る
と
、
そ
の
紙
面
は
浸
食
さ
れ
始
め
、
新
聞
局
創
設
の
一
九
〇
七
年
を
境
に
常
設
の
地

位
を
失
っ
た
。
先
に
論
じ
た
如
く
、
新
聞
局
体
制
を
機
関
紙
の
中
央
集
権
化
の
帰
結
と
見
倣
す
な
ら
ば
、
そ
れ
も
故
無
し
と
は
言
え
な
い
。

　
一
方
、
こ
れ
を
駆
逐
し
た
一
般
広
告
に
つ
い
て
は
、
ラ
ッ
サ
ー
ル
以
来
の
広
告
嫌
悪
は
党
内
に
根
強
く
、
商
業
紙
と
の
差
異
を
強
調
す
る
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

要
か
ら
も
広
告
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
機
関
紙
の
個
人
購
読
が
一
般
化
し
て
く
る
と
、
割
高
な
機
関
紙
に
対
す
る
不
満
が
生
じ

て
き
た
。
つ
い
に
一
九
〇
一
年
、
リ
ェ
ー
ベ
ッ
ク
党
大
会
で
は
『
真
相
』
に
広
告
欄
を
設
け
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
七
年
後
、
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〔表V〕　広告量と広告占有率の変遷
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

い
よ
う
。
一
九
＝
二
年
、
イ
エ
ナ
党
大
会
で
「
『
真
相
』
の
い
わ
ゆ
る
ペ
テ
ン
広
告
が
も
は
や
掲
載
さ
れ
な
い
よ
う
党
大
会
が
努
め
て
ほ
し
い
」

と
提
案
さ
れ
た
様
に
、
「
身
長
霧
雨
法
」
だ
の
「
定
型
矯
正
器
」
、
「
毛
髪
活
性
櫛
」
さ
ら
に
は
「
宝
く
じ
」
な
ど
の
温
し
げ
な
広
告
が
横
行
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

背
景
に
は
、
大
資
本
州
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
や
官
憲
の
敵
意
な
ど
に
よ
る
広
告
募
集
の
疎
外
状
況
が
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
ペ
テ
ン

一
九
〇
八
年
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
党
大
会
で
は
、
党
の
品
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

を
損
う
よ
う
な
広
告
の
掲
載
に
規
制
を
加
え
る
よ
う
提
案

が
出
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。
〔
表
V
〕
は
、
一
九
〇
二
年

の
一
般
広
告
採
用
以
降
、
各
年
度
六
月
号
で
広
告
が
全
紙

面
に
占
め
た
平
均
頁
数
と
占
有
率
（
A
）
及
び
『
真
相
』
収

益
中
の
広
告
料
依
存
度
（
B
）
を
示
し
た
。
占
有
率
と
依
存

度
の
相
関
は
当
然
と
し
て
、
両
者
の
変
動
は
以
下
の
事
実

を
示
す
。
一
九
〇
五
年
ま
で
は
顕
著
な
増
加
が
見
ら
れ
る

も
の
の
、
そ
れ
以
降
は
停
滞
し
、
広
告
量
に
限
っ
て
言
え

ば
、
〔
表
W
〕
で
示
し
た
見
出
し
総
量
と
同
様
一
九
一
二
年

を
境
に
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
そ
の
限
り
で
は
、
S
P
D

機
関
紙
の
体
制
内
化
の
指
標
と
し
て
、
広
告
収
入
の
増
加

を
過
度
に
強
調
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
『
真
相
』
誌
上
に

頻
出
す
る
「
業
者
に
紹
介
す
る
こ
と
で
、
我
々
の
広
告
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
援
助
す
る
よ
う
に
親
愛
な
る
購
読
者
に
お
願
い
す
る
。
」

と
い
う
告
示
も
、
む
し
ろ
広
告
募
集
の
困
難
さ
を
示
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
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広
告
さ
え
一
九
〇
五
年
以
降
目
に
つ
く
、
カ
メ
ラ
、
毛
皮
、
ピ
ア
ノ
、
空
気
銃
、
蓄
音
器
か
ら
「
話
し
方
教
本
」
「
社
交
ダ
ン
ス
独
習
教
本
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

至
る
ま
で
の
広
告
同
様
、
大
衆
社
会
で
一
般
化
す
る
都
市
型
生
活
H
消
費
の
構
造
一
あ
る
い
は
虚
構
1
の
成
立
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

第
一
次
大
戦
勃
発
時
に
は
、
戦
債
募
集
広
告
と
と
も
に
「
支
払
い
は
平
和
に
な
っ
て
か
ら
！
」
と
謳
う
信
販
広
告
さ
え
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

「宣伝政党」ドイツ社会民主党と風刺漫画雑誌『真相』（佐藤）

〔表鴨　テーマ分類（国際問題登揚比）

ム

欄
5
0
　
⑳
　
3
0
　
2
0
　
1
01892　95　1900　05　10　1914註）タイトル頁に，外国人及び外国のシンボルが登零したものは，内容の
　如何を問わず「國際問題」に分類したので，「国内問題」とダブル・コー

　ドしたものもある。

蜀
　
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
析

（

　
凡
そ
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
政
治
宣
伝
と
は
、
思
想
・
信
条
の
改
変
効
果
よ
り
も

政
治
的
先
有
傾
向
を
具
体
的
行
動
に
結
実
さ
せ
る
顕
在
化
効
果
、
ま
た
は
補
助
効
果
に
、

そ
の
機
能
の
本
質
を
有
す
る
。
故
に
宣
伝
内
容
の
分
析
が
明
ら
か
に
す
る
の
は
、
メ
デ
ィ

ア
が
そ
の
受
け
手
に
対
し
て
如
何
な
る
方
向
付
け
を
行
っ
た
か
、
つ
ま
り
「
何
を
考
え
る

べ
き
か
」
を
読
者
に
認
知
さ
せ
る
議
題
設
定
内
容
で
あ
る
。
以
上
の
限
界
を
踏
ま
え
た
上

で
『
真
相
』
誌
上
に
展
開
さ
れ
た
大
衆
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
析
を
行
い
、
そ

の
性
格
に
考
察
を
加
え
た
い
。
そ
の
際
、
分
析
の
資
料
に
は
、
特
に
編
集
部
の
「
蒔
事
に

対
す
る
態
度
表
明
」
と
し
て
表
紙
を
飾
っ
た
タ
イ
ト
ル
漫
画
を
利
用
す
る
。
分
析
の
都
合

上
、
国
外
問
題
と
国
内
問
題
に
大
別
し
て
議
論
を
進
め
た
い
。

　
①
　
内
政
志
向
政
党
論
再
考

　
G
・
A
・
リ
ッ
タ
ー
が
「
大
多
数
の
党
員
に
と
っ
て
外
交
問
題
は
一
九
一
四
年
ま
で
依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

然
と
し
て
彼
ら
の
ノ
ー
マ
ル
な
視
野
の
外
に
あ
っ
た
」
と
断
じ
た
如
く
、
S
P
D
に
関
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

て
、
外
交
へ
の
関
心
に
乏
し
い
内
政
志
向
性
が
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

　
〔
表
W
〕
は
轡
八
九
早
年
か
ら
一
九
一
三
年
ま
で
の
タ
イ
ト
ル
漫
画
に
A
外
国
人
お
よ
び
99　（99）
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国
際
問
題
が
登
場
し
た
比
率
の
変
動
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
限

り
『
真
相
』
は
外
交
問
題
や
国
際
的
危
機
に
敏
感
に
反
応
し
た
と
言
え
よ
う
。

つ
ま
り
、
一
八
九
九
年
（
ボ
ー
ア
戦
争
、
北
清
事
変
）
、
一
九
〇
四
一
〇
七
年
（
日

露
戦
争
、
第
一
次
ロ
シ
ア
革
命
、
三
国
協
商
成
立
）
、
一
九
ニ
ー
一
二
年
（
ア
ガ
デ

ィ
ー
ル
事
件
、
パ
ル
カ
ソ
戦
争
）
な
ど
の
高
い
比
率
か
ら
外
交
問
題
軽
視
を
読
み

取
る
こ
と
は
難
し
い
。
と
す
れ
ぼ
、
問
題
と
な
る
の
は
、
情
報
の
量
で
な
く
質

と
言
え
よ
う
。
世
紀
転
換
期
の
風
刺
漫
画
雑
誌
を
比
較
研
究
し
た
M
・
ブ
ラ
イ

ヒ
は
、
『
真
相
』
誌
上
で
論
及
、
紹
介
さ
れ
た
外
国
新
聞
の
種
類
と
登
揚
頻
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
極
端
な
少
な
さ
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
事
実
は
『
真
相
』
が
海
外
情
報

を
収
集
す
る
際
の
情
報
源
の
問
題
と
し
て
浮
び
上
が
る
。
つ
ま
り
、
独
自
の
海

外
通
信
網
を
持
た
な
い
以
上
、
外
国
新
聞
か
国
内
商
業
紙
に
情
報
を
依
存
せ
ざ

る
を
え
な
い
。
国
際
問
題
を
扱
っ
た
『
真
相
』
の
漫
画
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
誌
の
漫

画
と
し
ば
し
ぼ
酷
似
し
た
主
題
と
形
式
を
採
用
し
た
こ
と
の
原
因
は
こ
こ
に
も

あ
ろ
う
。
特
に
、
第
一
次
ロ
シ
ア
革
命
を
報
じ
た
『
真
相
』
と
『
ジ
ン
ブ
リ
チ

ス
ム
ス
』
の
漫
画
（
イ
ラ
ス
ト
⑥
）
の
同
質
性
は
、
国
際
間
題
に
お
け
る
「
社
会

主
義
」
的
視
点
の
存
在
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
さ
ら
に
個
別
事
例
を
比
較
検

討
せ
ね
ば
結
論
は
出
な
い
が
、
そ
れ
は
本
稿
の
枠
組
を
越
え
る
。
こ
こ
で
は
唯
、

国
外
事
件
の
報
道
に
お
い
て
『
真
相
』
と
他
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
漫
画
誌
に
類
似
性

が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
よ
い
。
た
と
え
ば
．
登
場
頻
度
の
高
い
ロ
シ
ア
、

100　（100）



「宣伝政党」ドイツ社会民主党と風刺漫画雑誌r真相』（佐藤）

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
四
ケ
国
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
価
値
判
断
を
と
も
な
っ
た
シ
ン
ボ
ル
操
作
が
行
な
わ
れ
た
（
イ
ラ
ス
ト
⑦
）

が
、
ロ
シ
ア
ー
ー
コ
サ
ッ
ク
兵
（
ヒ
グ
マ
）
、
イ
ギ
リ
ス
ー
ー
ジ
ョ
ン
・
ブ
ル
（
ラ
イ
オ
ン
）
、
フ
ラ
ン
ス
ー
ー
マ
リ
ア
ン
ヌ
（
ニ
ワ
ト
リ
）
、
ア
メ
リ
カ

　　　　～随

⑦「列強」のシンボル操作

　（左下のドラゴンはアナーキズム）

　　（碓ゐ1905，Nr．496）

⑧ドイツ「帝国」シンボル：角雪ぎ兜（鷲）

　　　　　　r世界政策』
　　　　（H！．　．1．，　1904，　Nr．　459）

1
ー
ア
ソ
ク
ル
・
サ
ム
（
．
バ
ッ
フ
ァ
μ
1
）
を
基
本
型
と
し
た
こ
の
シ
ン
ボ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磐

体
系
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
誌
と
共
有
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
『
真
相
』

が
独
自
の
外
交
解
釈
を
展
開
す
る
可
能
性
は
シ
ン
ボ
ル
の
レ
ベ
ル
で
制
限

さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
国
際
問
題
に
ド
イ
ツ
の
立
場
を
表
現
す
る
際
の
シ
ン
ボ
ル
操
作

　
　
　
も
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

で
は
、
帝
制
の
シ
ン
ポ
ル
ー
1
「
角
付
き
兜
」
・
「
鷲
」
（
イ
ラ
ス
ト
⑧
）
と
国
家

の
シ
ン
ボ
ル
ロ
「
ゲ
ル
マ
ニ
ア
女
神
」
が
使
い
別
け
ら
れ
、
「
角
付
き
兜
」

や
宰
相
、
皇
帝
の
引
き
起
す
失
政
に
困
惑
す
る
「
ゲ
ル
マ
ニ
ア
女
神
」
の
姿

が
描
か
れ
た
（
イ
ラ
ス
ト
⑨
）
。
　
こ
こ
に
『
真
相
』
の
国
民
意
識
を
読
み
取

る
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
党
員
大
衆
の
対
外
意
識
形
成
に
大

き
な
影
響
力
を
持
っ
た
で
あ
ろ
う
『
真
相
』
の
漫
画
が
、
帝
国
主
義
時
代

の
国
民
国
家
と
階
級
の
問
に
あ
っ
た
ア
ポ
リ
ア
を
「
角
付
き
兜
」
と
「
ゲ

ル
マ
ニ
ア
女
神
」
を
操
作
す
る
こ
と
で
避
け
て
通
っ
た
と
す
れ
ば
、
第
一

次
大
戦
を
伝
え
る
タ
イ
ト
ル
漫
画
が
「
民
衆
」
の
愛
国
心
を
鼓
舞
し
た
こ

と
も
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
（
イ
ラ
ス
ト
⑩
）
。
こ
の
意
味
に

お
い
て
は
、
外
交
問
題
も
一
種
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
り
、

確
か
に
「
ノ
ー
マ
ル
な
視
野
の
外
」
に
あ
っ
だ
と
言
え
よ
う
。
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鰐
穂
↓

⑨ドイツ「国家」シンボル：ゲルマニア女神

　　　　　rある田園風景』
　　　　（IV．　J，，　1906，　Nr．　517）

⑩「さあ，息子たち，やっつけろ！

　今は打穀だけを手伝え！」
　　　（PV．　」．　1914，　Nr．　733）

　
②
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論

　
「
こ
れ
ほ
ど
意
識
的
か
つ
体
系
的
な
方
法
で
、
し
か
も
一
切
の
躊
躇
な
し

に
大
衆
を
煽
り
立
て
た
新
聞
は
今
だ
か
つ
て
存
在
し
な
か
っ
た
。
…
…
中
略

…
…
『
全
て
の
悪
は
上
か
ら
生
じ
る
』
と
は
べ
ー
ベ
ル
が
一
八
九
六
年
四
月

の
帝
国
議
会
の
討
議
の
際
、
述
べ
た
言
葉
だ
が
、
S
P
D
は
こ
の
原
則
に
支

　
　
　
　
　
⑭

配
さ
れ
て
い
る
」
と
、
一
八
九
〇
年
代
当
時
、
S
P
D
新
聞
を
H
・
ブ
ラ
ウ

ン
は
評
し
た
。
つ
ま
り
、
民
衆
は
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
通
じ
て
、
初
め
て
政
治

に
参
加
す
る
大
衆
と
な
る
が
、
S
P
D
こ
そ
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
を
組
織
的
に
利
用
し
た
最
初
の
政
党
で
あ
っ
た
。

　
『
真
相
』
の
国
内
問
題
へ
の
言
及
も
徹
頭
徹
尾
ス
キ
ャ
ン
ダ
リ
ズ
ム
に
彩

ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
焦
点
が
何
処
に
あ
っ
た
か
は
、
鎮
圧
法
廃
案
以
降
『
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

相
』
が
被
っ
た
三
度
の
名
誉
懸
盤
裁
判
か
ら
推
測
で
き
る
。
そ
の
原
告
は
、

東
ア
ジ
ア
遠
征
軍
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
警
察
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
会
議
で
あ
り
、

こ
の
軍
人
、
警
官
、
司
祭
に
「
美
食
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
」
と
「
肥
満
の
ユ
ン
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

1
」
を
加
え
た
も
の
が
『
真
相
』
の
風
刺
の
主
要
な
標
的
で
あ
っ
た
。

　
〔
表
W
〕
は
、
タ
イ
ト
ル
漫
画
に
二
度
以
上
、
年
を
隔
て
て
登
場
し
た
主
要

な
人
物
の
一
下
表
で
あ
る
。
整
理
の
都
合
上
、
四
年
お
き
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ

で
洩
れ
た
人
名
は
省
略
し
た
が
、
以
下
三
点
が
確
認
で
き
よ
う
。
第
一
に
、

殆
ど
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
批
判
の
対
象
者
に
限
ら
れ
、
S
P
D
の
指
導
者
が
登
場
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「宣伝政党」ドイツ社会民主党と風輔曼画雑誌『真絹』（佐藤）

〔表～肛〕

1　isg7　1　igoi　1　igos　1　igog
1913

4

－
　
　
n
δ
　
　
　
　
　
2

　
1
　
　
5

酬
、

1

　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

り
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
り
0

『
0
　
　
　
　
　
1

　
　
1
　
　
4
　
　
8
　
1
　
　
2
　
　
9
阿
　
ワ
日

1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
2

2

1
　
　
　
　
8
　
　
　
　
1
　
　
　
　
江
今
　
2

1
　
　
　
　
2
　
　
2
　
　
4
　
　
0
δ
　
　
　
　
n
◎
　
　
2

1

5

25 22　1　24　1　13　1　7

　　　　登場入物

O，　v．　Bismarcl〈

A，Bebe正

T．　v．　Bethmann　1’lollweg

B．　v．　Btilow

A．　Gr6ber

D．　1｛ahn

Ch，　Hohenlehe－Sch．

1－1．　v．　1〈anitz

W．　v．　1〈ardorff

Leo　XII王

J．v．　Miquel

J．　v．　Mirbach－S．

Th．　v．　Moeller

Nikolaus　II

R．　Oertel

B．　v．　Ploetz

A，　v．　Posadowsky

H．　Stinnes

C．F．　Stum十一H．

A．　Thyssen

A．　v．　Tirpiz

Wilhelrn　II

　　総登場人数

た
め
に
は
攻
撃
対
象
の
集
中
が
有
効
だ
が
、
そ
れ
は
風
刺
の
時
事
性
を
犠
牲
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

事
的
風
刺
雑
誌
の
性
格
を
強
め
る
べ
き
だ
と
批
判
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
組
織
の
原
理
が
宣
伝
の
原
理
に
優
越
し
た
こ
と
の
反
映
と
言
え
よ
う
。

第
三
に
、
現
体
制
の
象
徴
と
し
て
批
判
の
矢
面
に
立
つ
人
物
が
宰
相
か
ら
皇
帝
へ
移
行
し
た
こ
と
が
判
る
。
一
九
〇
八
年
デ
ー
リ
ー
・
テ
レ
グ

ラ
フ
事
件
以
前
は
、
イ
ギ
リ
ス
王
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
や
ロ
シ
ア
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世
と
対
置
し
て
風
刺
さ
れ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
皇
帝
で
は
な
く

宰
相
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
あ
っ
た
。
漫
画
で
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ニ
世
を
登
場
さ
せ
る
場
合
は
、
名
誉
殿
損
罪
を
恐
れ
て
「
大
公
殿
下
」
ω
震
Φ
巳
ω
ω
凶
営
¢
ω

な
ど
の
異
っ
た
称
号
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
〇
九
年
以
降
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
誌
同
様
、
皇
帝
へ
の
風
刺
は
公
然
化
し
、
一
九
＝
均

す
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
一
九
一
二
年
の
選
挙
記
念

号
を
一
つ
の
起
点
と
し
て
、
以
後
S
P
D
の
カ
リ
ス
マ

的
指
道
耳
着
（
ラ
ッ
サ
ー
ル
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
、

リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
、
べ
ー
ベ
ル
）
の
肖
像
が
タ
イ
ト
ル

頁
を
飾
る
現
象
が
生
じ
る
。
「
宣
伝
政
党
」
の
組
織
化
段

階
で
は
ス
キ
ャ
ン
ダ
リ
ズ
ム
が
優
先
さ
れ
、
そ
の
最
終

局
面
に
至
っ
て
カ
リ
ス
マ
の
利
用
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ

は
『
真
相
』
が
外
向
的
メ
デ
ィ
ア
か
ら
内
向
的
メ
デ
ィ

ア
へ
変
質
し
た
時
期
と
重
な
る
。
第
二
に
、
登
場
人
物

数
に
目
を
向
け
れ
ば
、
批
判
対
象
の
特
定
化
、
集
中
化

が
読
み
取
れ
る
。
一
八
九
七
年
の
登
場
人
物
は
二
五
名

を
数
え
た
が
、
一
九
〇
五
年
以
降
減
少
し
て
一
九
一
三

年
に
は
七
名
に
絞
ら
れ
た
。
組
織
の
凝
集
性
を
高
め
る

一
九
〇
九
年
ラ
イ
プ
チ
ヒ
党
大
会
で
、
　
『
真
相
』
は
時
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年
に
は
帝
制
批
判
は
皇
帝
個
人
へ
の
攻
撃
と
い
う
色
彩
を
強
め
た
こ
と
が
判
る
。

　
以
上
の
考
察
を
小
駕
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
確
か
に
第
一
次
大
戦
ま
で
ス
キ
ャ
ン
ダ
リ
ズ
ム
は
継
続
し
た
が
、
そ
の
批
判
内
容
は
集
中

化
陛
硬
直
化
へ
向
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
限
り
で
は
、
皇
帝
へ
の
激
し
い
風
刺
も
、
返
っ
て
体
制
の
構
造
上
の
矛
盾
を
大
衆
の
目

か
ら
逸
す
商
業
主
義
的
ス
キ
ャ
ン
ダ
リ
ズ
ム
へ
の
接
近
と
見
倣
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
考
察
と
は
別
に
『
真
網
』
の
意
義
を
、
八
時
間
労
働
舗
、
普
通
選
挙
権
な
ど
の
要
求
や
「
未
来
国
家
」
を
表
現
し
た

少
数
の
イ
ラ
ス
ト
に
求
め
る
道
も
あ
ろ
う
。
F
・
ク
ニ
ー
り
は
『
真
相
』
を
次
の
よ
う
に
評
し
た
。
「
現
実
的
に
描
か
れ
た
絵
物
語
で
当
時
の
資

本
主
義
社
会
の
搾
取
シ
ス
テ
ム
を
暴
露
し
、
寓
意
的
な
絵
画
と
コ
マ
漫
画
で
社
会
主
義
的
未
来
国
家
を
宣
伝
し
、
戦
術
上
の
寓
意
に
よ
っ
て
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

接
未
来
の
目
標
へ
煽
動
し
た
。
」
こ
の
解
釈
は
、
正
し
く
か
つ
誤
っ
て
い
る
。
搾
取
シ
ス
テ
ム
の
可
視
化
の
成
功
に
お
い
て
正
し
く
、
「
未
来
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ

家
」
の
図
式
化
の
失
敗
に
お
い
て
誤
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
未
来
像
の
曖
昧
さ
は
、
大
衆
組
織
の
形
成
期
に
は
宣
伝
に
役
立
ち
こ
そ
す
れ
、
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

イ
ナ
ス
要
因
と
な
ら
な
い
点
で
再
び
正
し
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
社
会
主
義
社
会
を
明
白
に
対
置
で
き
な
い
資
本
主
義
批
判
の
宣
伝
は
、
そ
れ

が
組
織
化
と
い
う
形
で
成
功
す
れ
ば
す
る
だ
け
宣
伝
の
意
味
を
空
洞
化
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
『
真
相
』
誌
上
の
「
社
会

民
主
主
義
」
シ
ン
ボ
ル
の
変
遷
を
通
じ
て
、
S
P
D
の
発
展
に
と
も
な
う
宣
伝
の
果
す
役
割
の
変
化
を
論
じ
て
お
こ
う
。

（四）

キ
ー
・
シ
ン
ボ
ル
分
析
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大
衆
社
会
に
お
い
て
政
治
シ
ス
テ
ム
を
作
動
さ
せ
て
い
る
の
は
、
シ
ン
ボ
ル
操
作
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
要
求
・
支
持
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
「
政

策
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
政
治
学
上
の
用
語
を
使
え
ば
、
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
な
る
が
、
そ
の
社
会
関
係
の
意
味
に
関
し
て
直

接
観
察
が
可
能
な
デ
ー
タ
は
政
治
的
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
『
真
相
』
は
隔
週
刊
誌
と
し
て
購
読
さ
れ
る
以
外
に
、
「
メ
ー
デ
ー
号
」
の
よ
う
に
党
勢
拡
大
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
配
布
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

党
大
会
で
こ
の
「
メ
ー
デ
ー
号
」
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
理
由
は
、
こ
の
特
別
号
が
党
内
外
に
運
動
の
自
画
像
を
示
し
、
そ
の
強
度
と
成
果
を
誇



「宣伝政党」ドイツ社会民主党と風刺漫画雑誌r真相』（佐藤）

示
す
る
目
的
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
描
か
れ
た
シ
ン
ボ
ル
こ
そ
、

大
衆
の
目
に
映
っ
た
「
社
会
民
主
主
義
」
に
他
な
ら
な
い
。
一
八
九
〇
年
代
前
半

の
イ
ラ
ス
ト
は
宗
教
画
の
影
響
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
剣
を
持
っ

た
天
使
が
運
動
の
守
護
者
と
し
て
登
場
す
る
が
、
S
P
D
と
こ
の
シ
ン
ボ
ル
の
関

係
は
明
確
で
は
な
い
（
イ
ラ
ス
ト
⑫
）
。
　
一
八
九
三
年
の
メ
ー
デ
ー
号
の
「
自
由
の

帰
服
」
と
題
さ
れ
た
象
徴
画
で
は
、
　
『
自
由
』
の
玉
座
か
ら
女
神
が
党
員
に
祝
福

を
与
え
て
い
る
が
、
そ
の
周
囲
に
は
、
マ
ル
ク
ス
、
ラ
ッ
サ
ー
ル
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、

ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
、
F
・
ヘ
ッ
カ
ー
や
、
農
民
戦
争
時
の
「
農
民

靴
」
な
ど
が
配
置
さ
れ
た
（
イ
ラ
ス
ト
⑫
）
。
　
こ
の
こ
と
は
、
　
「
社
会
民
主
主
義
」

が
大
衆
レ
ベ
ル
で
「
社
会
主
義
」
に
還
元
で
き
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
よ
く
示
し

て
い
る
が
、
ま
だ
S
P
D
と
「
マ
リ
ア
ン
ヌ
」
の
同
一
化
は
生
じ
て
い
な
い
。
つ

鵜
攣
醜

⑰1892年

ま
り
「
社
会
民
主
主

義
」
自
身
の
シ
ン
ボ

ル
が
確
立
す
る
の

は
、
一
八
九
八
年
以

降
で
あ
り
、
自
由
の

象
徴
た
る
赤
い
ブ
リ

ジ
ア
帽
（
ジ
ャ
コ
バ

ン
帽
）
を
被
り
、
波

鴛
凝
血訓

講
鑑

「

霧
，
購
講
じ

⑫1893年（陀∫，1893，Nr．183）
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⑯1898年（va．　J．，1898，　Nr，317）＠1907年ω研，1907，Nr，536）

打
つ
ガ
ラ
ン
を
ま
と
っ
た
乙
女
に
「
社
会
民
主
主
義
」
と
銘
打
っ
た
シ
ン
ボ
ル

が
確
立
し
た
（
イ
ラ
ス
ト
⑭
）
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
シ
ン
ポ

　
　
　
　
　
　
⑱

ル
「
マ
リ
ア
ン
ヌ
」
の
借
用
で
あ
っ
て
、
『
真
相
』
の
「
マ
リ
ア
ン
ヌ
」
は
F
・
D

「
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
」
と
S
・
D
「
社
会
民
主
主
義
」
の
表
記
に
よ
っ
て
識
別

さ
れ
た
。
ま
た
「
マ
リ
ア
ン
ヌ
」
（
イ
ラ
ス
ト
⑭
）
は
フ
ラ
ン
ス
共
和
主
義
に
対

す
る
S
P
D
の
兄
弟
意
識
の
反
映
で
も
あ
る
（
イ
ラ
ス
ト
⑮
）
。
だ
が
、
S
P
D

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
戦
う
マ
リ
ア
ン
ヌ
」
は
、
一
九
〇
七
年
を
境
に
し
て
後

退
し
（
表
W
参
照
）
、
一
九
〇
八
年
の
メ
ー
デ
ー
号
の
表
紙
に
登
場
し
た
の
は
、
流

行
服
に
身
を
包
ん
だ
女
性
（
イ
ラ
ス
ト
⑯
）
で
あ
っ
た
。
つ
い
に
一
九
＝
年
に

は
、
豊
饒
と
繁
栄
の
象
徴
た
る
「
花
冠
」
を
被
っ
た
「
ゲ
ル
マ
ニ
ア
女
神
」
と

交
歓
す
る
べ
ー
ベ
ル
、
フ
ォ
ル
マ
ー
の
姿
（
イ
ラ
ス
ト
⑰
）
が
描
か
れ
た
。
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

し
た
「
平
和
な
田
園
詩
」
が
党
の
本
質
を
裏
切
っ
て
い
る
か
否
か
を
議
論
す
る

こ
と
は
無
意
味
だ
が
、
そ
こ
に
「
城
内
平
和
」
の
予
兆
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
よ

う
。
「
マ
リ
ア
ン
ヌ
」
自
体
は
消
滅
せ
ず
、
階
級
性
を
脱
し
て
本
来
の
コ
ー
ド
に

　
　
　
　
　
⑧

戻
っ
て
行
っ
た
。
例
え
ば
一
九
一
二
年
の
「
聖
霊
降
臨
祭
号
」
（
イ
ラ
ス
ト
⑱
）
で

人
類
の
進
歩
と
解
放
を
祝
福
す
る
マ
リ
ア
ン
ヌ
の
「
花
冠
」
の
中
に
埋
れ
た
「
ジ

ャ
コ
バ
ン
帽
」
は
、
「
戦
う
マ
リ
ア
ン
ヌ
」
の
そ
れ
と
同
じ
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

　
重
要
な
こ
と
は
、
「
戦
う
マ
リ
ア
ン
ヌ
」
が
退
け
ら
れ
た
時
期
が
、
新
聞
局

設
置
に
明
ら
か
な
宣
伝
の
組
織
化
の
完
成
期
と
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
体
、
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「宣伝政党」ドイツ社会民主党と風刺漫画雑誌r真相』（佐藤）

駅
姦
瀞
、
鴛

繕i・

。欝

難

参1㌢龍
’”．c／”

⑯1908年（m．　f．，1908，Nr．568）

”
，
汐

凄

凸

総議

　　　・懲懸ど

一蹴謙ヨ撫誌
　㊦マリアンヌと踊るベーベル

　　ゲルマニアと踊るジョレス
　　（PV，　」．　1905，　Nr．　496）

嶋

⑲1912年（陀∫，1912，Nr．674）

111三．

硲滅砦

．
隔
濾

嘱
象

「
■
凹
「
一
4
艮
田

⑰1911年（W．　」．，1911，Nr．646）
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〔表w〕マリアンヌ・シンボル登場数

繍
難
…
講
灘
…
纐
鰯
灘
灘

iiiiiiフランス共和国の象徴

@自由，共和主義，真実，幸運などの象徴

@SPD，社会主義の象徴

＼

i
i
肇
i

獣 獣

　
　
　
　
國
　
1
5
　
　
　
　
　
1
0
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
0

ン
、
嵐
の
中
の
ボ
ー
ト
、
な
ど
の
シ
ン
ボ
ル
群
の
一
例
に
過
ぎ
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

な
体
系
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
こ
の
こ
と
は
、

19101912　1914（年度）
　　　　＊
　（＊は帝国議会選挙の年）

1903　1905　1907
　＊　　　　　　　　　　　＊

1898
　＊

1900

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
宣
伝
政
党
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
真
相
』
が
党
内
理
論
闘
争
の
外
に
身
を
置
い
た
機
関
紙
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し

て
も
、
多
く
の
分
派
を
内
包
し
た
巨
大
な
傘
の
如
き
存
在
で
あ
っ
た
第
二
帝
制
期
S
P
D
の
統
合
の
柔
軟
性
の
反
映
と
言
え
よ
う
。

　
こ
れ
と
は
別
に
、
読
者
が
自
己
を
投
影
す
る
対
象
と
し
て
描
か
れ
た
「
若
い
戦
士
」
や
「
巨
大
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
も
、
S
P
D
の
シ
ン

「
マ
リ
ア
ン
ヌ
」
こ
そ
百
年
の
伝
統
を
持
つ
革
命
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
っ
た
。
伝
統
的
シ
ン
ボ
ル
の
使
用
は
、
そ
の
受
容
者
に
伝
統
的

な
美
意
識
・
価
値
観
を
変
え
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
安
堵
感
と
保

証
を
与
え
る
。
そ
れ
が
、
シ
ン
ボ
ル
と
そ
れ
に
負
荷
さ
れ
た
新
し

い
意
味
の
受
容
を
容
易
に
す
る
。
「
宣
伝
政
党
」
は
こ
れ
を
有
効
に

利
用
し
た
が
、
巨
大
組
織
に
成
長
し
た
S
P
D
は
そ
の
宣
伝
が
切

り
開
い
た
大
衆
文
化
の
中
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
て
お

り
、
も
は
や
「
マ
リ
ア
ン
ヌ
」
と
い
う
借
り
物
の
シ
ン
ボ
ル
に
固
執

す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
今
度
は
巨
大
な
組
織
が
伝
統
的
シ
ン
ボ

ル
に
替
っ
て
読
者
の
帰
属
意
識
に
安
堵
感
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
帝
国
議
会
選
挙
の
年
の
「
マ
リ
ア
ン
ヌ
」
一
S
P
D
シ
ン
ボ
ル
の

登
場
頻
度
の
変
化
は
、
こ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
（
温
田
参
照
）
。

さ
ら
に
；
リ
ア
ン
ヌ
」
以
外
で
S
P
D
、
又
は
「
社
会
主
義
」

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
赤

旗
も
利
用
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
太
陽
、
風
車
、
機
関
車
、
ラ
イ
オ

　
　
の
シ
ン
ボ
ル
操
作
が
自
己
表
現
に
お
い
て
は
比
較
的
緩
や
か
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　　　ボん　　トに　ア　　　　　　　　　　ぴあ　　　　　　　　　れ

　　灘．灘五二　　　　錬
⑲デューラー「騎士，死，悪魔」

　パ目ディー
　（W．J．，1903，　Nr．444）

　SPD（騎士）の周囲には，軍国主

　義資本主義アナーキズへ坊
　主支配がいる。

要
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
う
し
た
引
用
は
理
解
さ
れ
る
必
要
な
ど
な
く
、

ら
だ
。
と
言
う
の
も
、
ラ
ッ
サ
ー
ル
の
『
学
問
と
労
働
者
』
（
一
八
六
三
年
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

徴
さ
れ
る
S
P
D
運
動
の
一
側
面
、
そ
し
て
恐
ら
く
主
要
側
面
か
ら
す
れ
ば
、
「
知

識
」
あ
る
い
は
「
教
養
」
が
政
治
上
の
市
民
的
平
等
を
求
め
る
人
間
に
強
烈
な
吸

引
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
『
真
相
』
の
副
題
に
「
娯

楽
と
知
識
の
た
め
の
付
録
つ
き
絵
入
り
滑
稽
風
刺
雑
誌
」
と
書
か
れ
る
時
、
　
「
知

識
」
の
比
重
は
大
き
い
。
そ
し
て
「
知
識
」
は
必
ず
し
も
論
理
性
を
必
要
と
せ
ず
、

た
だ
そ
れ
を
効
果
的
に
引
き
出
す
た
め
に
歴
史
的
な
広
が
り
を
持
っ
た
視
覚
言
語

を
必
要
と
し
た
。
『
真
相
』
の
シ
ン
ボ
ル
が
市
民
革
命
期
以
来
の
シ
ン
ボ
ル
の
借
り

物
で
あ
る
必
然
性
は
こ
こ
に
も
あ
る
。
そ
う
し
た
シ
ン
ボ
ル
の
典
型
が
、
一
八
四

八
年
創
刊
の
『
ク
ラ
デ
ラ
ダ
ー
チ
ュ
』
が
始
め
た
「
三
本
の
頭
髪
」
を
持
つ
ビ
ス

ボ
ル
と
見
倣
し
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
に
は
、
古
代
神
話
の
プ
ロ
メ
テ

ウ
ス
や
ア
ト
ラ
ス
、
デ
ニ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
の
騎
士
像
（
イ
ラ
ス
ト
⑲
）

な
ど
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
他
に
、
ゴ
ル
．
コ
ダ
の
丘
に
向
か
う
キ
リ

ス
ト
か
ら
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
劇
の
主
人
公
ま
で
投
入
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
古
典
、
神
話
、
文
学
か
ら
の
引
用
の
意
味
は
重
要
で
あ
る
。
宣

伝
は
平
均
的
読
者
の
「
知
識
」
を
前
提
と
す
る
。
そ
の
際
、
漠
然
と

し
た
歴
史
的
・
文
学
的
引
用
が
不
正
確
で
あ
ろ
う
と
、
読
者
に
と
っ

て
究
極
的
に
は
無
意
味
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
効
果
を
問
題
に
す
る
必

　
た
だ
生
噛
り
の
「
知
識
」
を
呼
び
起
す
だ
け
で
目
的
を
達
す
る
か

　
W
・
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
の
『
知
は
力
な
り
』
（
一
八
七
三
年
）
に
象⑳（阻∫．，1898年Nr．315）
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鰺
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櫓
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σ
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ン
　
（
〔

h三

_
重
三
一

｝威
’
．
．
　
・

．
　
　
山

雛
eea〈

黙
葛
鰹
．
筐

蒙》悲（蚕’一＝　＝T二；騒；
⑳SPDの「未来国家」
　F．　Wendel，　Der　Soiialismzts　in　de7

　J〈arihatuv　von　114／ai’x　bis　AaacDo7zald．

　Berlin，　1924，　S．　38．

　ベーベル（右）とリープクネヒト（左）の示す

　「未来国家」（Zukunftsstaat）。『クラデラ

　ダーチュ』誌の風刺。

㊥（τfl　」．，1917年，　Nr．819）

　「ロシアにおける平和の闘争」

　r真相』にとって10月革命は，　「クマ」＝

　レーニンと「鷲」＝ケレンスキーの闘争で

　あった。「ソビエト」は何処にもない。

　
　
　
　
　
　
⑲

マ
ル
ク
像
で
あ
り
、
『
真
相
』
の
ビ
ス
マ
ル
ク
像
は
例
外
な
く

こ
れ
を
踏
襲
し
た
（
イ
ラ
ス
ト
⑳
）
。
形
式
が
内
容
を
規
定
す
る

の
謂
は
、
こ
の
際
、
正
し
い
。
『
真
相
』
誌
上
の
ロ
シ
ア
革
命
報

道
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
誌
上
の
そ
れ
と
酷
似
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
は
既
に
触
れ
た
。
こ
こ
で
使
用
さ
れ
た
「
革
命
」
対
「
絶
対

主
義
」
の
図
式
は
、
自
ら
を
「
マ
リ
ア
ソ
ヌ
」
に
擬
し
た
S
P

D
と
し
て
は
当
然
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
の
規
定
性
こ

そ
、
『
真
相
』
が
ロ
シ
ア
革
命
の
中
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
生
ん

だ
「
ソ
ビ
エ
ト
」
の
中
に
、
一
片
の
社
会
主
義
革
命
の
可
能
性
す

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ら
見
い
出
せ
な
か
っ
た
事
情
を
説
明
す
る
。
だ
か
ら
、
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
等
の
左
派
の
大
衆
ス
ト
ラ
イ
キ
論
の
引
き
金
と
な
っ

た
第
一
次
ロ
シ
ア
革
命
を
、
『
真
相
』
が
厭
う
べ
き
流
血
の
ス
キ

ャ
ン
ダ
ル
と
し
て
し
か
描
け
ず
、
一
人
の
社
会
主
義
者
の
姿
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

発
見
で
き
な
い
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
同
様
に
、
『
真
相
』
が

「
未
来
国
家
」
を
明
示
で
き
ず
（
イ
ラ
ス
ト
⑳
）
、
「
進
歩
」
の
幻

想
の
み
再
生
産
し
た
事
実
は
、
「
社
会
主
義
」
に
固
有
な
シ
ン

ボ
ル
の
不
在
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
伝

統
的
シ
ン
ボ
ル
の
継
承
と
独
自
な
シ
ン
ボ
ル
の
不
在
に
こ
そ
、

『
真
相
』
が
大
衆
を
組
織
で
き
た
原
因
と
限
界
が
あ
っ
た
。
そ
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⑭“エ）ie　Rote勲加〆’『赤旗』1925，

　Nr．　294．

⑳「共和国の擁護」（W．　J．，1922、Nr．934）

し
て
、
こ
の
歴
史
的
帰
結
は
、
第
一
次
大
戦
開
戦
以
後
、
S
P
D
と
党
員
大

衆
が
取
っ
た
行
動
と
し
て
顕
在
化
し
た
。
組
織
化
を
達
成
し
硬
直
化
し
た
宣

伝
は
、
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
を
採
用
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
ロ
シ
ア
一
〇
月
革

命
で
す
ら
「
社
会
主
義
革
命
」
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

（
イ
ラ
ス
ト
㊥
）
。
こ
う
し
た
革
命
イ
メ
ー
ジ
の
貧
困
、
つ
ま
り
シ
ン
ボ
ル
の
不

在
は
、
S
P
D
の
革
命
情
況
へ
の
対
応
を
極
め
て
困
難
な
も
の
に
し
た
。
逆

に
S
P
D
か
ら
分
裂
し
た
ド
イ
ツ
共
産
党
や
独
立
社
会
民
主
党
が
一
時
的
に

し
ろ
革
命
を
リ
ー
ド
で
き
た
と
す
れ
ば
、
つ
い
に
『
真
相
』
が
ソ
ビ
エ
ト
革

命
か
ら
汲
み
上
げ
な
か
っ
た
社
会
主
義
の
シ
ン
ボ
ル
を
「
レ
ー
テ
」
や
「
レ

ー
ニ
ン
」
の
中
に
見
い
出
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
（
イ
ラ
ス
ト
㊧
）
。
こ
れ
に
対

し
て
『
真
相
』
が
そ
の
武
器
庫
か
ら
引
き
出
し
え
た
シ
ン
ボ
ル
は
、
一
度
蔵

入
れ
し
た
「
マ
リ
ア
ン
ヌ
」
で
あ
っ
た
（
イ
ラ
ス
ト
⑭
）
。
懸
り
、
ド
イ
ツ
革

命
は
「
レ
ー
ニ
ン
」
と
「
マ
リ
ア
ン
ヌ
」
の
戦
い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
分
析
の
枠
を
ワ
イ
マ
ー
ル
期
ま
で
広
げ
、
稿
を
改
め
て
論
じ

ね
ば
な
る
ま
い
。
だ
が
、
一
応
の
見
通
し
と
し
て
次
の
如
く
言
え
よ
う
。
「
大

衆
組
織
政
党
」
S
P
D
は
、
新
時
代
の
「
宣
伝
政
党
」
、
　
つ
ま
り
共
産
党
と

ナ
チ
ス
党
の
挾
撃
に
晒
さ
れ
、
革
命
シ
ン
ボ
ル
の
不
在
、
社
会
主
義
イ
メ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

ジ
の
貧
困
に
悩
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
宣
伝
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ヨ
　
　
ヤ
　
　
カ

た
「
大
衆
組
織
政
党
」
が
、
今
度
は
組
織
に
よ
っ
て
、
組
織
の
た
め
に
宣
伝
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を
支
え
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
　
つ
ま
り
「
宣
伝
政
党
」
は
「
宣
伝
の
年
金
生
活
」
に
入
っ
た
。
『
真
相
』
の
購
読
者
数

の
急
速
な
減
少
は
、
そ
の
象
微
で
あ
ろ
う
。
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唖
。
栖
遣
O
釣
≧
恥
§
ぎ
薦
、
ω
■
卜
Ω
b
。
8
ハ
ノ
ー
バ
ー
選
出
レ
イ
ナ
ー
ト
の
広
告
掲

載
批
判
発
言
。

⑳
℃
ミ
」
8
斜
ミ
§
さ
ミ
い
Q
。
。
。
。
N
■
〉
三
白
σ
q
9
噸

⑱
ρ
い
雪
⑳
①
旨
畠
。
5
衷
ミ
ミ
匂
ミ
§
に
§
§
馬
§
ミ
さ
ミ
㊤
§
唖
多
多
隷
ミ
ミ

凡
“
ご
ミ
9
駄
腎
昏
さ
ミ
ミ
ミ
ミ
N
、
寓
麟
蓉
ゴ
魯
◎
δ
Q
。
斜
ω
．
δ
．

⑳
》
ミ
§
§
摯
窓
瀞
蓉
↓
粛
、
㎞
o
智
趣
篭
冒
§
ミ
下
智
8
言
言
結
目
。
器
γ
。
》
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．
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踏
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①
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⑦
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．
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．
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踏
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．
Q
⇔
一
．

⑳
）
勺
さ
外
岩
O
ト
§
＆
題
画
ω
■
リ
ド
＞
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遣
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⑳
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．
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勺
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遣
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．
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．
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①
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．
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．
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．
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⑬
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ル
ジ
ョ
ア
誌
か
ら
の
形
式
、
符
牒
、
図
案
、
風
刺
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現
の
受
容
に
つ
い
て
は

困
（
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鵠
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冒
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①
5
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℃
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．
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．
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＞
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．
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⑲
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①
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．
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⑫
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．
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蜜
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瓢
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篭
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§
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篭
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。
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①
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・
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相
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上
の
文
芸
作
品
に
お
い
て
も
、
階
級
闘
争
色
が
薄
れ
、
「
普
遍
的
」
人
間

解
放
の
要
求
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
指
摘
は
、
客
＜
α
＝
8
ユ
貯
σ
q
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§
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職
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㎝
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．
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．
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結
び
に
か
え
て

　
一
宣
伝
皿
文
化
と
大
衆
社
会
一

114 （114）

　
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
成
長
が
大
衆
社
会
の
成
熟
度
の
バ
ロ
メ
ー
タ
…
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
確
か
に
、
第
二
帝
制
社
会
は
大
衆
社
会
の
成
立
期

で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
大
衆
社
会
と
は
、
伝
統
的
な
共
同
体
生
活
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
民
衆
が
大
衆
文
化
の
創
出
を
通
じ
て
再
編

さ
れ
た
社
会
で
あ
る
と
定
義
出
来
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
S
P
D
の
発
展
は
、
社
会
変
動
下
の
「
民
衆
」
を
大
衆
と
し
て
組
織
化
し
た
過
程
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
サ
ブ
層
カ
ル
チ
ャ
ー
①

つ
た
。
そ
れ
を
「
下
位
文
化
」
形
成
の
過
程
と
呼
ぶ
と
し
て
も
、
そ
の
「
文
化
」
と
は
、
「
宣
伝
」
の
同
義
語
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
な

　
じ二
一

浮
鍵
　

蕪
灘

灘難難購灘灘灘鷺
e　（PVr．　J，，　1904，　Nr．　481）

確
立
に
あ
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
第
二
帝
制
期
S
P
D
こ
そ
、
情
報

の
独
自
な
交
換
回
路
と
シ
ン
ボ
ル
循
環
シ
ス
テ
ム
の
創
出
に
よ
っ

て
大
衆
政
治
と
そ
の
支
配
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
用
意
し
た
こ
と
に
お
い

て
、
大
衆
社
会
成
立
期
の
「
宣
伝
政
党
」
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
「
宣
伝
政
党
」
の
核
と
な
っ
た
メ
デ
ィ
ア
が
『
真
相
』
で

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
『
真
相
』
も
ま
た
大
衆
社
会
化
推
進
の
メ
デ

ィ
ア
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
四
年
『
真
相
』
四
八
一
号
は
「
坊
主
ど

も
の
驚
愕
」
（
イ
ラ
ス
ト
⑭
）
と
題
す
る
漫
画
を
掲
げ
た
。
一
方
の

側
に
憤
る
「
フ
ロ
ヅ
ク
コ
ー
ト
」
の
一
群
を
、
他
方
の
側
に
歓
喜
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す
る
大
衆
を
配
し
、
そ
の
間
を
『
真
相
』
を
先
頭
に
『
ジ
ン
プ
リ
チ
シ
ム
ス
』
、
『
ユ
ー
ゲ
ン
ト
』
、
『
ク
ラ
デ
ラ
ダ
ー
チ
こ
…
…
と
続
く
漫
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

雑
誌
が
行
進
す
る
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
宰
相
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
「
風
刺
漫
画
雑
誌
は
投
石
で
窓
を
破
る
悪
童
だ
」
と
言
わ
し
め
た
如
く
、
風
刺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

漫
画
雑
誌
こ
そ
、
伝
統
的
権
威
へ
の
挑
発
者
と
し
て
一
九
世
紀
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
華
で
あ
っ
た
。
比
類
な
き
読
者
数
を
誇
っ
た
『
真
相
』
が

他
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
誌
に
示
し
た
、
こ
の
連
帯
表
明
は
、
大
衆
文
化
に
対
す
る
自
負
と
自
信
の
表
現
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
絵
と
活
字
の
混
在
を
そ

の
特
微
と
す
る
風
刺
漫
画
雑
誌
は
、
従
来
、
活
字
文
化
つ
ま
り
近
代
的
教
養
に
縁
の
な
か
っ
た
民
衆
を
活
字
文
化
へ
滋
く
上
で
重
要
な
役
割
を

果
し
た
。
教
養
と
結
合
し
た
特
権
を
有
す
る
「
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
」
た
ち
が
漫
画
を
蔑
視
、
憎
悪
し
た
の
は
、
絵
で
叙
述
が
理
解
さ
れ
る
こ
と

で
活
字
文
化
に
君
臨
し
て
き
た
彼
ら
の
既
得
権
が
堀
り
崩
さ
れ
る
可
能
性
を
感
じ
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
時
代
の
漫
画
雑
誌
や
低
俗
新
聞
等
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
階
級
闘
争
の
牙
を
抜
い
た
と
す
る
大
衆
文
化
論
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
に
対
し
て
は
、
『
真
相
』
編
集
部
の
次
の
よ
う
な
回
答
が
あ
る
。
「
『
真
相
』
は
ユ
ー
モ
ア
な
き
ユ
ー
モ
ア
雑
誌
で
あ
る
と
い
う

『
社
会
主
義
教
養
人
』
ω
o
N
β
一
碧
一
ω
・
げ
鶏
》
閃
巴
①
5
涛
欝
H
の
主
張
は
『
真
相
』
の
創
刊
以
来
存
在
し
て
き
た
も
の
だ
。
…
…
中
略
…
…
だ
が
、

実
際
『
真
相
』
は
ご
く
一
般
的
な
意
味
で
の
ユ
ー
モ
ア
雑
誌
で
は
決
し
て
な
く
、
同
志
の
た
め
の
闘
争
雑
誌
で
あ
る
。
そ
の
上
『
真
相
』
が
芸

術
と
娯
楽
の
付
録
に
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
賢
明
な
同
志
の
気
を
害
す
る
こ
と
な
ど
な
い
は
ず
だ
。
」
（
ヨ
㍉
こ
蟄
居
寄
』
誌
）

　
つ
ま
り
、
、
政
治
闘
争
と
芸
術
の
平
準
化
が
並
存
し
た
大
量
複
製
化
時
代
初
期
の
特
殊
な
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
現
象
と
し
て
、
『
真
相
』
を
使
っ

た
S
P
D
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
驚
異
的
な
成
功
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
S
P
D
の
「
宣
伝
政
党
」
期
が
、
伝
統
的

な
注
絵
の
言
語
を
宜
伝
ビ
ラ
の
イ
デ
ィ
オ
ム
に
翻
訳
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
技
術
の
革
新
期
、
一
八
九
〇
年
代
と
重
な
る
こ

と
は
無
視
で
き
な
い
。
そ
し
て
「
教
養
」
「
芸
術
」
を
平
準
化
す
る
マ
ズ
・
メ
デ
ィ
ア
の
技
術
導
入
に
お
い
て
、
S
P
D
が
他
の
政
党
を
リ
ー
ド

し
た
の
は
、
経
済
的
・
政
治
的
不
平
等
と
並
ん
で
、
民
衆
と
教
養
市
罠
層
と
の
文
化
的
偏
差
の
大
き
さ
が
、
S
P
D
の
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た

対
象
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
S
P
D
は
、
自
ら
を
過
去
の
文
化
的
伝
統
の
正
統
な
継
承
者
で
あ
り
普
及
者
で
あ
る
と
主
張
し
た

の
で
あ
ケ
、
『
真
相
』
の
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
記
念
号
（
H
Q
◎
Φ
り
”
瓢
罫
Q
◎
①
ω
×
　
ゲ
ー
テ
特
集
口
写
（
μ
o
Q
り
り
”
客
穏
・
G
◎
ω
①
）
、
シ
ラ
ー
特
集
号
（
お
0
9
宰
．
畠
O
）
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や
、
ト
ル
ス
ト
イ
（
お
O
ρ
累
壇
・
ω
①
H
）
や
R
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
（
お
H
。
。
”
寄
．
①
8
）
の
評
伝
、
紹
介
記
事
な
ど
に
そ
の
主
張
は
明
白
に
現
わ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
「
教
養
」
の
大
衆
化
の
方
向
性
に
お
い
て
「
宣
伝
政
党
」
は
都
市
民
衆
を
大
衆
文
化
の
中
に
統
合
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果

「
大
衆
組
織
政
党
」
へ
移
行
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
移
行
期
に
党
大
会
で
『
真
相
』
の
印
刷
技
術
の
遅
れ
が
し
ぼ
し
ぼ
批
判

　
　
④

さ
れ
た
こ
と
も
「
宣
伝
政
党
」
の
変
質
に
起
因
し
よ
う
。
S
P
D
が
そ
の
採
用
に
遅
れ
た
写
真
印
刷
の
技
術
上
の
革
新
は
、
風
刺
漫
画
雑
誌
の

時
代
の
終
焉
を
意
味
し
て
い
た
が
、
ワ
イ
マ
ー
ル
期
の
S
P
D
は
、
そ
れ
に
替
る
公
式
の
グ
ラ
フ
誌
を
持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
最
後
に
、
「
宣
伝
政
党
」
以
後
の
『
真
相
』
に
誉
及
し
て
本
稿
を
終
え
た
い
。
　
一
九
二
一
年
『
労
働
者
新
聞
協
会
報
』
二
〇
五
号
は
、
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
変
化
に
適
応
し
て
い
な
い
『
真
相
』
の
内
容
を
厳
し
く
糾
弾
す
る
論
文
を
載
せ
た
。
し
か
し
、
購
読
者
数
が
開
戦
前
の
四
分
の
一
に
満
た
な

い
『
真
相
』
の
内
容
を
戦
前
の
そ
れ
と
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
一
九
二
三
年
一
〇
月
＝
一
日
号
を
も
っ
て
『
真
相
』
は
イ
ン
フ
レ
の
中
で
休
刊
し
、
翌
年
一
月
一
五
日
、
替
っ
て
発
行
地
を
ベ
ル
リ
ン
に
移

し
た
後
継
誌
『
進
歩
的
笑
い
』
い
ρ
9
曾
い
ぎ
訴
が
登
場
し
た
。
一
九
二
七
年
、
同
誌
は
再
び
『
真
相
』
と
改
称
さ
れ
た
が
、
大
衆
宣
伝
の
新

時
代
に
お
い
て
S
P
D
が
過
去
の
栄
光
に
囚
わ
れ
す
ぎ
て
い
た
こ
と
を
示
す
に
過
ぎ
ま
い
。
第
二
帝
雨
期
『
真
相
』
は
「
実
践
」
と
し
て
の
宣

伝
で
あ
っ
た
が
、
ワ
イ
マ
ー
ル
期
の
そ
れ
は
「
価
値
」
と
し
て
虚
構
化
さ
れ
た
宣
伝
で
あ
っ
た
。

　
む
し
ろ
、
「
実
践
」
と
し
て
の
宣
伝
を
S
P
D
か
ら
学
ん
だ
者
は
、
『
わ
が
闘
争
』
の
著
者
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
ヒ
ト
ラ
ー
は
言
う
。
「
実

際
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
新
聞
が
我
々
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
新
聞
か
ら
区
別
さ
れ
る
の
は
次
の
点
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
新
聞
は
煽
動
者
に
よ
っ

て
書
か
れ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
新
聞
は
文
筆
家
に
よ
っ
て
煽
動
を
や
っ
て
い
こ
う
と
す
る
。
ほ
と
ん
ど
い
つ
も
集
会
場
か
ら
編
集
部
へ
や
っ
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

S
P
D
の
へ
ぼ
編
集
者
は
比
類
な
く
大
衆
を
熟
知
し
て
い
る
。
」

　
『
真
相
』
と
訳
し
て
き
た
U
興
≦
ρ
霞
Φ
智
。
o
ぴ
と
い
う
言
葉
は
、
反
語
的
に
は
「
偽
物
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。
そ
の
言
葉
に
は
、

盲
目
の
父
を
仮
装
に
よ
っ
て
騙
し
、
臨
戦
サ
ウ
の
祝
福
と
家
督
を
横
取
り
し
た
創
世
紀
の
ヤ
コ
ブ
伝
説
が
潜
ん
で
い
る
。

　
か
つ
て
一
九
〇
九
年
、
再
刊
二
五
周
年
を
祝
う
『
真
相
』
は
、
輝
か
し
い
発
展
を
振
り
返
っ
て
こ
う
結
ん
だ
。
「
ヤ
コ
ブ
は
我
等
の
赤
旗
の
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下
に
集
ま
る
勇
敢
な
仲
間
に
、
今
、
こ
の
挨
拶
を
送
ろ
う
。
諸
藩
、
今
ま
で
同
様
、
ヤ
コ
ブ
を
信
頼
し
続
け
て
く
だ
さ
い
。
ヤ
コ
ブ
は
二
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

後
、
再
び
諸
君
の
前
に
現
れ
る
時
ま
で
、
闘
争
と
勝
利
の
中
で
こ
れ
か
ら
も
諸
君
と
と
も
に
歩
む
だ
ろ
う
。
」

　
し
か
し
、
そ
の
祝
福
が
二
五
年
後
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
二
四
年
目
の
年
、
一
九
三
三
年
二
月
二
八
日
号
『
真
相
』
も
ヒ
ト
ラ

…
政
権
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
。
人
々
は
い
つ
し
か
「
真
相
」
を
語
る
こ
と
を
忘
れ
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
ラ
ジ
オ
演
説
に
耳
を
傾
け
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。“

い
U
僧
の
　
♂
酔
　
儀
鑑
　
宅
舘
毎
O
　
匂
麟
o
O
ず
一
．
導

「宣伝政党」ドイツ社会民主党と風刺漫画雑誌『真相』（佐藤）

①
ド
イ
ツ
社
会
民
主
ま
義
運
動
を
「
サ
ブ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
」
概
念
で
論
え
た
の
は
、

前
掲
G
・
ロ
ー
ト
で
あ
る
が
、
こ
の
概
念
操
作
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
、
と
り

　
あ
え
ず
く
．
い
魏
鱒
O
o
サ
ミ
こ
喝
や
ω
1
笛
9

②
　
¢
9
0
0
ρ
愚
．
ミ
己
ω
■
5
ド

③
回
〈
．
国
鼻
Φ
ぴ
§
・
ミ
．

④
　
一
九
〇
五
年
イ
エ
ナ
党
大
会
で
の
『
真
相
』
イ
ラ
ス
ト
の
印
刷
技
術
批
判
（
㌧
§
．

　
岩
O
卸
旨
蘭
§
b
ω
■
這
ρ
〉
葺
石
σ
q
．
O
q
）
以
来
、
印
刷
技
術
の
向
上
要
求
は
、
毎
年

　
の
如
く
提
案
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
善
処
の
形
跡
が
な
い
。
㌧
き
外
恩
O
黛
§
§
ヤ

ミ
§
”
o
Q
」
一
ω
・
〉
葺
鎚
甲
ω
ゴ
勺
糞
“
岩
O
。
。
L
糞
§
富
薦
”
ω
’
譜
○
。
’
〉
馨
旨
α
q
’

　
江
口
、
ミ
．
賊
8
沖
党
争
醤
尉
．
ω
」
8
．
〉
三
聖
σ
q
」
い
…
㌧
き
馬
．
岩
こ
”
智
ぎ
”
ω
齢

　
ま
ω
．
〉
艮
冨
σ
q
．
ω
伊

⑤
ヵ
◆
O
‘
曼
器
。
「
・
。
ε
》
譲
。
冨
σ
q
①
コ
7
曾
酔
．
ぎ
”
㌧
§
一
州
ミ
§
鷺
9
炉
§
軌
壽
鳶
帖
浅

鼠
さ
ミ
ミ
§
、
覇
蜜
｝
σ
q
．
b
。
b
。
（
お
鎗
ソ
ズ
罫
N
O
g
Q
o
・
《

⑥
〉
■
霞
二
①
さ
§
§
さ
ミ
徴
．
じ
づ
O
幽
b
。
”
b
爵
§
亀
。
§
ぴ
。
頓
ミ
誉
欺
魯
ぎ
切
§
馬
－

恥
ミ
嘩
竃
冒
島
魯
．
ち
ω
。
。
地
ホ
〉
島
津
σ
q
ρ
ψ
器
ρ
邦
訳
、
平
野
一
郎
・
将
積
茂

訳
『
わ
が
闘
争
隠
下
、
角
川
文
庫
、
昭
和
四
八
年
、
一
四
八
頁
。

⑦
ヨ
ト
お
O
P
冥
巨
q
。
。
Φ
、
ω
．
8
刈
Q
。
．
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The　SLtate　Monopoly　of　the　Com　Trade　in　Rhaedestus

by

Yukio　Nezu

　’Under　the　ruie　of　Michael・VII　Ducas　（107171077），　the　Byzantine

Ernpire　Government　established　a　state　monopoly　of　the　corn　trade　in

R．　haedestus，　the　main　grain　port　on　the　Thracian　shores；　This　incident

provides　valuable　inforrnation　for　us　tQ　understand　the　political，　ecoRomic

and　social　si加ations　that　the　Empire　confronted　at　th母t　time．　In　this

paper，　taking　up　two　men，一　Nikephoritzes　and　Michael　Attaleiates，　we

tried　to　examine　the　Govemment’s　reai　intention　in　introducing　this

policy　and　to　find　the　main　reason　that　this　attempt　soon　met　with

failure．　Nikephoritzes，　a　pro皿inent　figure　ilt　the　Government，　a益d　Michael

Attaleiates，　the　histoerian　of　the　age，　were　per＄onally　concerned　with　this

incident　and　had　contrary　opinions　in　thls　case．　From　this　point　of　view，

the　situation　at　that　time　can　be　’grasped．

　　In　conclusion，　Nikephoritzes’　project　was　an　attempt，　by　state　control

of　economic　life，　to　try　to　reconstruct　the　centralized　state　system　to

save　the　Empire　from　falling　into　crisis．　And　its　fallure　was　caused　by

the　wide　diffusion　of　the　free　trade　system，　accomodating　the　way　of

life　of　the　provincial　magnates　who　lived　a　semi－independent　existence

in　tkeir　estates．

Die　propagandistische　Partei・SPD　und　das

　　　　　　Witzblatt　“　Der　Wahre　Jacob　”

von

Takumi　Sato

　　Die　wilhe1minische　SPD　ist　als　eine　propagandistische　Partei　darzustel－

len，　wie　sie　bereits　von　Karl　Kautsl〈y　in　der　“Neuen　Zeit”　von　1903

bezeichnet　worden　ist．　Und　von　der　Untersuchung　der　Wecltselbeziehung

zwischen　Parteiorganisation　und　一presse　her　ist　die　propagandistische

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（167）



　　　　　　　　　　　　　　ロ　ロ
Partei　als　eine　Ubergangsform　von　der　Kaderpartei　zur　Massenpartei　zu

betrachten．　In　diesem　Artikel　wird．‘‘Der　Wahre　Jacob”，　das　sozial一

．demokratische　Witzblatt，　als　Material　verwendet　und　seine　Inhalte　und

Symbolik　qua玉itativ　und　quantitativ　analysiert．

　　Aus　dieser　Ana至yse　laBt　s圭ch　schlieBen，　da6　die　Veri’nderung　des

“Wahren　Jacob”vom　nach　au　Ben　gerichteten　zum　nach　innen　gerich－

teten　Medium　der　vertinderten　Organisation　der　Partei　zeitlich　vorausging．

“Der　Wahre　Jacob”hatte　Erfolg　nur　in．der　frUhen　Zeit　der　Reproduk－

tionstechnik，　die　der　Periode　der　propagandistischen　I）artei　entspricht。

Zwar　hatte“Der　Wahre　Jacob”im　Jahre　1912　die　gr6　Bte　Auflage，　aber

damais　hatte　er　bereits　seine　nach　auBen　gerichtete　Rolle　beendet．　Deshalb

nahm　die　Zahl　seiner　Abonnenten　rasch　ab，　Mit　dem　Aufkommen　des

Zeitalters　der　Massengesellschaft　ftthrte　die　SPD呈n　ihre　politische　Um－

gebung　ein　Massenkommunikationsmittel　ein，　das　den　traditionellen

Bildungsvorsprung　des　Bttrgerstandes　nivellierte．　Danach　er6ffnete　die

SPD，　die　erst　die　Propaganda　als　Massenku正tur　schuf，　einen　neuen

Horizont　der　Massenpolitik．

（166）




